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あの夜のドクターとの再会愛は、私をとらえて離さない
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第一章

満月の夜に誘われて











　朝晩のひんやりした空気から秋の訪れを肌で感じるようになってきた九月の休日。私、竹内たけうち夏織かおりは、高校時代の友人の結婚式出席のために故郷である新潟に来ていた。

　披露宴は滞りなく進んでいて、友人の幸せな姿に感動し、お色直しで一時退場する新郎新婦を羨望のまなざしで、いいなと拍手で見送る。

　ドアの前で揃ってにこやかに会釈するふたりを見ていると、午前中寄った実家の母との会話が頭に浮かんだ。

『友達の結婚式に出るのはいいけど、自分のことも考えなさいよ』

『自分のこと？』

『そうよ。もう夏織も二十八でしょ？　三十はすぐそこよ。焦ってもいいことはないとは思うけど、のんびりするのもどうかと。自分の幸せもちゃんと考えて』

　母の言葉は娘の将来を案じての親心だろうけど、今の生活に不満はないし、不幸だとも思っていないからのんびりしてしまっている。

　大学進学を機に上京してから、十年。それなりに充実した日々を送っているが、ここ数年あちらこちらから結婚や出産といった朗報が届き、このままでいいのかと考えることはある。特に恋愛に関して……。

　私の恋愛経験は乏しく、今まで付き合った人はひとりだけで、それも五年も前のことだ。主役不在の壇上に目を向けたあと、烏龍茶をひと口飲んで小さく息を吐いた。

　この先恋愛するか結婚するか、先が全然読めない。以前はウエディングドレスを着ることを夢見ていたが、いつの間にか自分のドレス姿が想像できなくなっていた。

「夏織は、何日かこっちにいるの？」

「ううん。今日はこのホテルに泊まるけど、明日には帰るよ」

「えっ、このホテルに泊まるの？　やっぱりまだひとりだと自由気ままにできていいよね。羨ましい！」

「そうかな？　実家は兄家族が同居しているから、ちょっと気を遣うんだよね」

　隣に座る友人に話しかけられ、苦笑いをして返す。彼女は既婚で、三歳の子供がいる。自由な時間が欲しいといっても、本心から独身の生活を羨ましいとは思っていないだろう。結婚して子供もいる自分のほうが幸せだと、言葉と裏腹な気持ちが滲み出ていた。

人は人、私は私で、何が幸せなのかと決めるのも私だと自分に言い聞かせるものの、こういう場にいると卑屈な気持ちになってしまい、なんだか虚しい。

　出逢いがあるかもよと独身の友人に二次会参加を誘われたが、それを断って今も頻繁に連絡を取り合う一番仲のいい友達の沙穂さほとラウンジでコーヒーを飲む。

　その沙穂も昨年結婚して、相手の親と同居している。旦那さんのお母さんと折り合いが悪いようで、いろいろ我慢していることをため息交じりに沙穂が話した。私はコーヒーを飲みながら、大変だねと相槌を打つ。

「ごめんね。夏織にはいつも愚痴ばかり言っていて」

「ううん、気にしないで。大変な中でも沙穂はがんばっていて、えらいよ」

「ありがと。そう言ってもらえると救われる」

「聞くことしかできないけど、また電話でも話そうね」

　現在二十八歳の私たち、人生は人それぞれ。そんな中でお互いのライフスタイルが違っても、変わらず話ができる友達は貴重だ。

　結婚前はたまに東京まで遊びにきてくれていたが、結婚してからは一度もない。いつか絶対また行くからと、沙穂は力を込めて言った。

「沙穂、無理しないでね。しばらく仕事はしないと言っていたけど、そろそろ戻ってもいいんじゃないの？　気分転換にもなるだろうし」

「うん……でも、やっぱり家事との両立はきついと思うんだよね。ほら、私のお姉ちゃんのことも前に話したでしょ？　結婚しても辞めずに働いていたけど、うまくできないからとしばらく休んで、去年やっと復職したと……」

「あー。そうだったね。やっぱ、難しいか……」

　沙穂は結婚するまで美容師をしていたけれど、家事に専念したいからと辞めた。沙穂のお姉さんはブライダルサロンに勤務していて、体力的に辛かったと聞いたことがある。

　美容師も同じように体力を使うからと、懸念していた。なかなか再開するタイミングを掴むのは難しいようだ。

　帰らなくてはいけない時間になった沙穂とまた会う約束をして、共にラウンジを出た。ホテルを出ていく沙穂を見送ってから、宿泊するゲストルームのキーをフロントで受け取る。

　先に預けた荷物は、部屋に運ばれていた。窓まで行き、夕日が沈んだあとの静寂さ漂う日本海を見る。視線を右へ向けると、存在を主張する丸い月が目に入った。そうか、今日は満月だ。

「きれいな月」と呟いて、パウダールームへ向かう。

　私は目鼻立ちがくっきりしているせいか派手な顔立ちと言われることが多く、普段のメイクは控えめにしている。今日はコンタクトレンズを入れているけれど、いつもは黒ぶちのメガネをかけている。地味に見られるほうが落ち着くからだ。

　結婚式出席ということもあり、いつものナチュラルメイクではなく、少し華やかメイクに仕上げた。

　それでも派手になりすぎないようにリップはローズピンク色にし、髪は毛先を緩く巻いてハーフアップして、パールをあしらったバレッタをつけている。

「飲みたい気分よね？」……鏡の中の自分に問いかける。ホテル内にあるバーに行ってみよう。二次会には出席しなかったけれど、もしかしたら紳士的な男性との出逢いがあるかもしれない。

　そんな期待が湧き上がり、いつもと違う自分を演じようとバレッタを外した。それからひとつにまとめたアップにし、メイクも直し、最後に鮮やかな赤いリップを塗る。

　羽織っていたクリーム色の五分袖ボレロを脱いで、黒色のノースリーブドレスで部屋を出た。

　新たな出逢いに期待を込めたうえで、きれいに見えるよう背筋を伸ばして歩く。ひとりでバーに入るのは初めてだけど、美しく見える所作を心がけて、カウンター席に座った。

　オーダーしたきれいなブルーのオリジナルカクテルをひと口飲み、ここからどう出逢いを見つけられるのかと横へ視線を動かす。二つ離れた席に男性が座っていた。

　彼は赤ワインを飲んでいて、つまみのチーズを食べながらこちらへ顔を向ける。その瞬間、目が合ったので慌てて逸らした。

　しかし、じっと見つめる視線を感じて、もう一度彼を見てしまう。白色のワイシャツに青系ストライプのネクタイを締めた服装、パッチリとした目元が印象的で整った顔立ちの彼は爽やかな紳士に見えた。

　その彼が優しそうな笑顔で軽く会釈する。ドキッと胸が高鳴った、もしかして、期待していた出逢いかも。動揺を悟られないよう、私も穏やかに微笑み返す。

　彼はワイングラスを片手に、立ち上がった。その時、背が高くて、スタイルがいいと感じる。一八〇センチくらいありそう。

　彼から目を離せないでいると、「こんばんは、おひとりですか？」と私の隣に移動してきた。

「えっ……あ、はい」

「なにかのパーティーを終えたあとですか？」

「友達の結婚式に出席したあとです」

　私の服装からパーティーと思ったようだ。普段はこういうナンパっぽい声かけは無視して、相手と目も合わせないことにしている。けれど、今夜はしっかりと目を見て応対した。容姿がタイプということもあり、彼が気になったからだ。

「結婚式か。で、君はまだ独身？」

「そうですが」

　まだ独身かと聞かれて、思わずムッとする。紳士的でいい人そうに見えたけど、嫌味な人かもしれない。外見に騙されて返事をしてしまったのは、失敗だったかも。

　彼から視線を外して、反対側に顔を向けた。おもむろに顔を背ければ、拒絶されたと思って離れてくれるだろう。

　しかし彼は、私が失礼な態度を見せても気にならないのか、平然と会話を続けようとした。

「そうか、俺も独身だよ」

「へー、そうですか」

　あなたのことに興味がないという感じに素っ気なく返したのに、また続けてくる。

「一緒に飲まない？　ひとりで飲むより楽しいよ。絶対に」

「絶対と言い切るのね」

「うん、自信があるからね。ねえ、名前教えてくれない？　俺は智也ともや」

「ふうん。私は夏織」

　名乗られたからつい律義に答えてしまった。名乗るつもりはなかったのに……。でも、楽しいと自信があると言うなら、どう楽しませてくれるのか誘いに乗ってみたくなった。ひとりで寂しい夜を過ごしたくなくてここに来たのだから、もう少し話して彼を知ってみてから判断してみようかな。

　改めてワインを飲む彼をじっと見つめた。私よりも年上に見えるけど、黒目が大きいからか笑った顔はかわいくて年下にも見える。実際はどうだろう。

「なんか見つめられると照れるな」

「見つめたわけじゃなくて……あ、でも、ごめんなさい」

　つい不躾に見てしまったことを謝罪して、視線をグラスに移した。

「謝らなくていいよ、きれいな人に見つめられて悪い気分にはならないからね。今夜はここに泊まるの？」

「あー、うん」

「遠方から来たのかな？」

「ええ、まあ」

　気になるというのに、素っ気なく返してしまう自分に嫌悪感を抱く。私はなにをしたいのだか……。

　彼は警戒心を解いてもらおうと思ったのか、頬杖をついた状態で自分のことを話し始めた

「俺は東京から学会参加のために来て、同じく今日はここに泊まって明日帰るつもり」

「そう。私も東京に住んでいて、明日帰る予定なの」

「奇遇だね。同じように東京から来ていて、明日帰るのか。じゃあ、乾杯しようよ」

「乾杯？　何に？」

「もちろん俺たちの出逢いに」

「フフッ。キザなことを言うのね。はい、乾杯」

　私は笑って、グラスを掲げた。かなり久しぶりに聞いたキザなセリフになぜか肩の力が抜けた。

　私は二杯目にも同じカクテルを頼み、それを飲みながら、智也からすすめられたチーズの盛り合わせを食べる。私の頼んだ野菜のスティックをその横に並べて、それもふたりで食べた。

　あまりアルコールに強くない私だが、顔には出ないタイプなので、酔っているようには見えないだろうけど、身体がふわふわしていた。酔うと、饒舌になる傾向にある。

「どうしてこの年になると結婚を考えないといけないのかな……」

「ん？　夏織は結婚したくない人？」

「したくないとは思わないけど、結婚はひとりでできるものじゃないから」

「つまり相手がいないと？」

「うん、そう。でもね、寂しくはないのよ。ただ……」

「うん？」

　話を折らずに聞いてくれる優しい様子に安心して、そのまま続ける。今までの私を知らない人で、この場限りだと思っているから話そうと思ったのかもしれないけれど。

「誰かと付き合っていたら、今とは違う日常があって、それは楽しいのかなと考えることがあるの。別に今の生活に不満はないし、寂しいとも感じていなかったにどうしてだろう」

「んー、どうしてか。そうだね……やっぱりお友達の結婚式に出たのがきっかけだと思うよ。幸せな人を見ると、羨ましくなるしね」

「そうなのかも。やっぱり羨ましいと思っちゃったもの。実家で兄夫婦の仲のよさを見たせいもあるかな……お義姉さんは私と全然違うタイプの人で愛想がよくて、人懐っこいから、うちの両親もかわいいと気に入っていて、娘の私より大事にしている……遠くにいる娘よりも近くにいるお嫁さんがいいのよね。私は親の反対を押し切って家を出たからなのか、両親に認めてもらおうとどんなにがんばっても、理解されない。全然親の言うことを聞かないし、結婚する気配も見せない私は親不孝者になっているみたい……」

　誰にも言ったことのない愚痴がとめどなく漏れる。こんな愚痴を聞かされて、いい気分にならないよね？　しんみりとした空気になってしまったから、話題を変えないと……。

「ごめ……えっ？」

　話題を変える前に、まずは謝ろうとした私の目の縁に、智也の指が触れる。彼は切なげな表情をしていた。

「泣くなよ。実家から離れて、寂しくても寂しいと思わないようにがんばっていたんだよね」

「私、泣いて……え、涙出ていないじゃないのよ？」

　愚痴をこぼしながら、涙が出たのかと思い、目のあたりをこすったが、濡れていなかった。智也はワインを飲んでから、穏やかな笑みを浮かべる。

「泣きそうな顔をしていたから。夏織はさ、がんばり屋さんで甘え下手だね。たまには肩の力を抜いて、誰かに甘えたらいいよ」

「いい年した女が甘えるなんて、引かれない？」

「そんなことないよ。年齢は関係ない。リラックスして、人に寄りかかるのも大事なことだよ。肩の力を抜くことで見えないものが見えてきて、いい人にも出会える」

「そうかなー？　いつか運命を感じる人に巡りあえたらいいけど、難しくない？」

「ううん、そんなに難しくないよ。そのいつかは今かもしれないからね」

　楽しそうに笑う彼は、私の手を握った。真っ直ぐ彼を見据えて「今って……」と呟く。彼も私をじっと見つめている。

「いつかは今で、俺が運命の人だったら、どうする？　ほら、見えないけど赤い糸で結ばれている」

「親指に赤い糸なんて、聞いたことないんだけど。もちろん見えないから、何とも言えないけど。赤い糸って、小指じゃないの？」

「あれ、親指じゃなかったっけ？」

　意外にロマンチックなことを言うと思ったら、冗談に変えるとは楽しい人だな。

　おどける智也を笑って、ニンジンスティックにディップをつけ、ひと口かじった。すると、彼がその私の手を掴んで、自分の口へと持っていき、残りのニンジンスティックを食べる。

　えっ、それ私かじったのに……。思いがけない行動に目を見開いた。

「うん、美味しい」

「美味しいけど、なんで……」

　恥ずかしさに顔が熱くなる。きっと私の顔は赤くなっている……酔っているとごまかせるかなと思ったけど、ごまかしは無理だったようだ。

「こんなことで照れて、かわいい顔されると困るね。なんか不思議だな。会ったばかりなのに、いろんな表情が見たくなる。もっと見せてくれない？」

「もっと？」

「うん、行こう」

　どこへ？　という問いかけの言葉は呑む。訊かずとも大人ならどこに誘われたかわかる。

　今夜はいつもと違う自分を演じてバーで楽しみたいと思っていたけど、正直バーを出てからのことは想定外だ。戸惑いながらも今夜限りのことだしと、智也に導かれるまま動いた。

　初めて会った人に惹かれてしまうのは、ちゃんと私の話を聞いてくれたからかな。智也と同じで、私も彼のいろんな表情が見たくなった。

「どうぞ」と入室を促されてそろりと歩みを進める。私のシングルルームとは違い、智也の部屋はデラックスルームでダブルベッドが置かれていた。

　ふと見たベッドから慌てて視線を離して、智也の姿を探す。彼は冷蔵庫の前にいた。

「夏織、なにか飲む？」

「お水をもらってもいい？」

「了解」

　智也がミネラルウォーターをペットボトルからグラスに注いでいる間、私は窓際に行き、外の景色を眺める。煌々としている月が空にあるせいか、外は比較的明るく見えた。

「ああ、今日は満月だったのか」

「っつ！　あ、うん……きれいよね」

　突然自分の真後ろから聞こえた智也の声に、体がビクッと揺れた。智也はそんな私の右肩に手を置いて、隣に並ぶ。

「緊張している？」

「ええ、まあ……」

「かわいいな」

　うつむく私を自分の方に向かせるよう、智也は左肩にも手を置く。対面してますます顔をあげられなくなった。

「夏織、俺を見て」

　肩に置かれている智也の手に少しの力が加わり、ゆっくりと顔をあげると私たちの視線が交わった。彼の私を見るまなざしは熱い。

「かわいい夏織を抱きたい。抱いていい？」

　彼の誘いに応じて部屋に来ているというのに強引に事を運ぶのではなく、改めて私の意志を確認する問いのように思えた。自分の欲望のままに動くわけではない彼に誠実さを感じる。私がイヤだと答えたら、きっと無理に抱くことはしないだろう。

　誠実な人のように思うけど、酔っているからそう見えてしまっているのかも。だけど、私を見つめる熱のこもった瞳に吸い寄せられ、私も彼が欲しいという衝動に駆られていた。

　ひとりで過ごす夜には慣れているはずなのに、今夜は寂しさを埋めてほしかった。でも、誰でもいいのではなくて、彼だから……。

「抱いて」

　その言葉が合図となり、私たちはどちらからともなく唇を重ねる。何度か啄むようなキスを繰り返してから、至近距離で笑い合って、より深く交わした。

　ほんの少しの隙間を逃さず、智也は舌を私の咥内に滑り込ませる。すぐに舌を捕らえられた私は、智也の背中に回していた手に力を入れて、彼の熱を感じる。触れ合う舌から伝わる感触は蕩けるように気持ちよく、徐々に力が抜けていく。

　智也から離れないように彼のシャツをギュッと握りしめた。智也は私の腰を支えていたが、ちらりとベッドに目を向けて、身体を抱き上げる。

「キャッ……」

「ベッド、行こう」

「うん……」

　突然の横抱きに履いていたパンプスの片方が床に落ちる。智也はそれを拾わないでもう一方のパンプスも脱がせた。

　ベッドに私を横たえてから、自分もベッドに乗る。グイッと私の体を起こして、首筋にキスしながら、後ろ髪を止めているバレッタを外して、髪を解いた。それから、背中に手を回してドレスのファスナーを下げる。

　一方の肩を下にずらすと共にキャミソールの肩ひもも落ちる。彼は私の鎖骨にキスをしながら、手慣れた感じでドレスとキャミソールを脱がせ、薄紫色のブラジャーとショーツがあらわにされた。下着姿にされた私は、恥ずかしさから両手で胸元を覆う。その手を智也が掴んで、再度ベッドに私を倒した。

　抵抗したいわけじゃないけど、じっと見られるのは照れてしまうから、隠せるものなら隠したい。身を横によじらせて、彼から視線を逸らす。

　聞こえてきた衣類のすれる音がするほうを見ると、そこには上半身をあらわにさせた智也がいた。引き締まった上半身を堂々と晒す彼を直視できなく、視線を泳がせる。

　なんでこの人、こんなに色気あるの……。

　男性なのに色っぽい智也をつい見てしまい、胸の鼓動が速くなった。胸を高鳴らせる私の肩に、智也が触れる。

「夏織、きれいだよ。もっと見せて」

「えっ……あ……んっ！」

　横向きになっていた私の体を正面に向かせた智也は、手を私の両脇に置いて見下ろしてから唇を重ねた。彼のキスは唇から首、鎖骨、胸元へと移動していく。あちこちにされるキスに私の体はビクビクと反応し、熱が帯びていく。

　左手で柔らかい膨らみを確かめながら、背中に回した右手でブラジャーのホックを外した。

　しばらく眠っていた女性としての歓びが目覚めて、甘い快感への期待で胸が膨らむ。彼は締め付けから解放された右胸を下から上へと揉みしだきながら、左胸の先端を口の中におさめる。熱い舌が巧みに動き、刺激が与えられる。

「んっ、ああっ、ん、ふぅ……」

　抑えようとしても我慢できなく、甘い吐息が漏れた。

　私の反応を確かめながら、智也の手は下へと降りていく。太ももを撫でたあと、足の付け根へと近付いてショーツの上から割れ目に触れる。

　体がビクッと揺れて、思わず腰が浮いてしまった。彼の指が湿り気を感じ取ったことに、恥ずかしくて「いやぁ」と彼の背中に回していた手に力を入れる。

　イヤと言っても彼の動きは止まらない。本気で止めてほしくてイヤと発したわけではないけれど。

　ショーツの横から彼の指が滑り込んできて、直に濡れている部分に触れる。上下に何度か往復する指に溢れ出る蜜が絡まるのを感じた。

　身体中が熱くてたまらないというのに、もっと刺激が欲しくなり、腰が動いてしまう。以前付き合っていた彼には自分から欲しがったことは一度もなかった、だけど、やはり今夜の自分は違う。

「もっと触れて……」

「っつ！　夏織……」

　掠れた声で懇願すると、智也はショーツをはぎ取り、膨らんだ蕾と花弁を強弱つけながら愛撫する。彼の手は胸への愛撫も忘れることなく、両方を攻められて、身体が弓なりになった。

　その時、智也の指が私の中に入り込み、一番敏感な部分をさする。

「あ、それ……ダメ……ああっ！」

　シーツをギュッと握りしめ、身体がビクビクと痙攣しているかのように揺れる。

「夏織……かわいい……もっと乱れて……」

　智也が顔をあげて、優しく唇を吸う。それから、熱く膨らんでいるものを受け入れ準備ができている部分にあてがい、ゆっくりと腰を落としていった。

　彼のものに私のとろりとした蜜がまとわりつく。ひとつになったことに気持ちがたかぶり、彼のたくましい背中に腕を回した。

　最初はゆっくりと動いていた腰がだんだんと激しくなり、奥深くまで何度も突く。指とは、また違う快感が襲う。

「あ、あんっ、ああ、ああー、やぁ……」

　智也からも「はあっ」と熱い息がこぼれ、彼にも感じてほしいという思いから「もっと」と更なる刺激を求める。

　智也は挿入した状態で、呼吸が乱れている私を抱き起こして唇を貪り、舌を絡ませた。合わさる部分が二か所になり、一体感が増す。興奮して熱いキスに応じていると、また胸を愛でられる。激しくも丁寧に抱いてくれる彼が愛しくなってしまう。

　今夜だけの関係だと、執着しないようにとしているのに、離したくなくなる。でも、今だけなら、捕まえていていいよね？

　ほんの少しの葛藤をすぐに打ち消して、汗ばむ智也にしがみつく。再びシーツの上に私を落とした智也は、悩ましげな笑みを浮かべて、私を見つめた。

　肩で息をしながら、キスをせがむように彼の首に腕を回す。軽いキスを二回したのち、私の耳たぶを甘?みし、囁いた。

「夏織、もっと俺を感じて」

「うん……感じさせ……あっ、ん！」

　返事を全部聞く前に我慢できなくなったのか、彼は挿入を深めて腰を再び動かし出す。奥を突かれるたびに「あっ！」と声が跳ね、与えられる強い刺激に快感がこみ上げていった。

　この気持ちよさを逃したくなく、離れてしまわないよう足を彼の腰に絡ませる。私からの密着に、彼は腰の動きをより速めた。

　私だけではなく、彼の息づかいも荒くなる。耐えきれないというところまで、快感を昇りつめさせた。

　脳内が真っ白になる寸前、彼のものを締め付ける。かすむ視界の先で、智也が上気した顔を歪めた。

「くっ、夏織……」

「ああっ、智也……」

　絶頂へと導かれた私たちはほぼ同時に名前を呼び合い、揃って果てた。

　汗ばむ体を私に乗せた智也の頭を掻き抱く。彼は私の首筋に顔を埋めて、乱れた息を整えた。それから、横に寝転がり、私の肩を掴む。徐々に落ち着いていく彼の心臓の音を聞くかのように、顔を寄せた。

　心地よい疲れが眠りを誘う。

「ねえ、夏織」

　私を呼ぶ声が聞こえたけど、閉じた瞼を開けられなかった。彼の脇の下におさまった状態で、朝まで眠りにつく。

　夢うつつに、「おやすみ」と頬にキスを落とす智也のぬくもりを感じた。




　翌朝目覚めた私は、すやすやと眠る智也の、自分に回されていた腕をそっと解いてベッドから出た。そして下着を身に着ける。服は洗面所でしっかりと整えてから、ここに来た時と違う下ろした髪型の状態で音を立てないようドアを開け、静かに閉める。

　去り際に智也を見たが、爆睡しているようで起きる気配は感じられなかった。廊下に出て、気付かれなかったことに胸を撫で下ろしてから足早に去る。

　智也が目覚める前にホテルを出ようと、自分の部屋に戻り急いでシャワーを浴びて、荷物をまとめる。最後に全身鏡で身だしなみチェック。

　今日の服装はアイボリー色の半袖カットソー、紺地にチェック柄のロングスカート、それに白色のカーディガンを羽織った。それから黒ぶちのメガネをかけた。地味というより清楚な感じではあるが、目立つことはないはず。

　もしかしたら、目覚めた智也が自分を捜して、ロビーまで来ているのではないかと周囲を見回した。まだ夢の中にいてくれることを願いながら。

　姿がないことに安堵したけれど、まだ油断はできないとホテルを出るまで周囲を何度も確認した。

　昨夜のことは夢の中の出来事……一夜限りの関係をもったことに後悔はしていないけれど、智也の優しい言動に魅了されてしまった。大胆になっていつもと違う自分になり、彼の欲求に応じ、誰かに惹かれるのが久しぶりの感覚で私からも求めた。

　しかし、朝になり、現実に戻された。女性の扱いに慣れている様子だった彼は独身だと言っていたけれど、恋人がいるのかもしれない。

　本気で好きになりそうだったから、二度と会わないようにと逃げたのだ。




　素早く乗り込んだタクシーに告げた行き先は、ホテルから十五分ほどのところにある病院。ここに入院している八十二歳の祖母を見舞う予定にしていた。いつも私を応援してくれていて、東京での就職に悩んでいた時も背中を押してくれた大好きな祖母だ。

　大学卒業後には戻ってくるようにと言っていた両親を説得してくれたのも祖母だった。

「おばあちゃん、おはよう」

「あら、おはよう。夏織は遠くからいつも来てくれて、優しい子だね」

「だって、おばあちゃんの顔が見たくなるんだもの」

「うれしいことを言ってくれるね。あ、斉木さいき先生」

　顔を綻ばせていた祖母は、病室に入ってきた医師に目を向けた。祖母の主治医である斉木康介こうすけ先生は穏やかな笑みを浮かべて、私に会釈する。

　丸椅子に座っていた私も立ち上がって、軽く頭を下げた。

「夏織さん、おはようございます」

「おはようございます。今日のおばあちゃん、顔色がよくて安心しました」

「はい、最近は落ち着いていますし、今日も調子がよさそうですね。夏織さんの顔を見られてうれしいのでしょうね。より顔色がいい」

　祖母は斉木先生の言葉を聞いて、さらにうれしそうな顔をした。十年前に亡くなった祖父の若い頃に似ていて『男前だ』と以前から斉木先生を気に入っている。

　祖母のいう男前とは、きりっとした眉に涼しげな目元のようだ。それに、三十二歳という年齢から私の相手にピッタリだと、孫を嫁にもらってくれないかと何度かお願いをしていた。

　祖母の迷惑なお願いを斉木先生は「夏織さんの気持ちもありますから」とかわしてはいるが、おそらく困っていることだろう。

　私と斉木先生が話をしていると、いつも祖母はニヤニヤした顔で見る。今もにやけた顔で見ているから、早くに話を切り上げようと思った。しかし、先生は気にしていないようで、話を続ける。

「今日は早い時間に来られたのですね」

「ええ、昨日こっちで友人の結婚式があって、出席したあとに泊まったので」

「そうですか。ご実家でのんびりできましたか？」

「いえ、実家じゃなくてホテルに泊まりました」

　実家に兄家族が同居しているからという理由も話す。実家に居づらい私の心境を以前から察している祖母が会話に加わった。

「夏織は優しい子だから、家族にも気を遣うのよね」

「夏織さんらしいですね。でも、ホテルのほうが静かでぐっすり眠れますよね」

「えっ？」

「えっ、なにか変なこと言いました？」

　私は首を横に振って「いえ、別になにも」と答えた。

　先生は不思議そうに首を傾げる。先生の言葉に動揺してしまったのは、宿泊した客室を出る時に見たベッドが脳裏に浮かんだからだ。

　あのベッド……きれいなままで出てきてしまった。あそこで寝ていないのはバレバレだ。斉木先生がその部屋を見るはずがないのに、なぜか居たたまれない気持ちになる。

　そして、智也の部屋をそっと出てきた時のことも思い出し……ハッとなった。すぐに帰らないと駅で鉢合わせするかもしれない。そうなったら、急いで智也から逃げた意味がない。

「おばあちゃん、そろそろ帰るね。また来るから」

「えっ、もう？　忙しいのかい？」

「あ、うん。午後から東京で人と会う約束してるから」

「そう……忙しいのにありがとね」

　来て三十分くらいで帰ろうとする私に、祖母は表情を曇らせた。寂しそうな顔をする祖母から離れるのは心苦しいけれど、今は一刻も早くこの土地から離れたい。

　急ごうとする私の様子を見ていた斉木先生が、カバンを持ってくれた。

「下に行く用事があるので、一緒に行きましょう」

「はい。あの、荷物ありがとうございます。おばあちゃん、また来るね」

「うん、気をつけて帰ってね」

　斉木先生は歩きながら、最近の祖母の様子を教えてくれた。病状は安定しているが、元気がないと言う。原因は、見舞客の少なさだろうとも言った。

「夏織さんのお母さんが一週間に一度、洗濯物を取りに来てはいますが、短時間ですぐに帰られてしまいます。お孫さんの面倒を見なくてはいけないからと忙しそうにしてはいますが……」

　兄にはふたりの子供がいて、下の子が一歳半を過ぎてからお義姉さんは仕事に復帰した。それに伴い、家事と孫の保育園の送迎を母がやることになっている。

　確かに母の負担が増えているし、入院している姑の面倒を見るよりも孫を見るほうが大事だという気持ちは理解できる。だけど、それでは祖母が寂しくなるだろう。

　おばあちゃん……。

　祖母の病室のほうへと顔を向ける。

「私、もう少しおばあちゃんのところにいようかな」

「新幹線の時間に間に合うのなら、ぜひ」

「時間……あ、指定席を取っていて……」

　予約している席の時間をスマホで確認する。その画面を一緒に斉木先生も見た。予約していた時間は一時間後だった。

　ここから駅まではタクシー利用で約二十分。会社の同僚から頼まれたお土産を買う予定にしているから、祖母のところに戻ったとしてもいられる時間は十分くらい。おばあちゃんが心配ではあるけれども、駅周辺は渋滞することが多いから時間的に厳しい。

「あまり時間はないようですね。また時間ができたら、顔を見にきてあげてください」

「すみません。祖母をよろしくお願いします」

　持ってくれていたカバンを受け取ってから、タクシーに乗った。ドアが閉まる寸前「康介ー」と斉木先生を呼ぶ男性の声が聞こえた。

　その声が智也の声に似ていて、ドキッと心臓が跳ねた、まさか……声の主を確認しようと振り向いたけれど、タクシーが病院前の信号を曲がってしまったのでその男性だけではなく、斉木先生の姿でさえも確認することは不可能だった。

　似た声を聞いただけで反応してしまった自分に苦笑する。

　昨夜の自分を思い出し、小さくため息をつく。東京に住む智也という下の名前しか情報を得ていない。向こうも私を夏織としか知らない。もう二度と会うつもりがないから、彼は私の連絡先を聞かなかった。求められたのは昨夜だけで、その続きはない。

　うん、だから……あれは夢の中での出来事で、思い出のひとつとして心の奥にしまっておくのがいい。新幹線に乗ってからは智也のことを考えないよう、持参した文庫本を読むことに意識を集中させた。










第二章

再会の夜に囁かれて











　智也との夢のような一夜の翌週、ある日の夕方、私は勤務している紙製品専門商社の書庫室でファイルを整理していた。

　終業時間近くなっていたけれど、少しくらい残業してもと集中して作業する。文書保管期間は基本五年。ときどき整理はしていても奥深くに忘れている古い文書が出てくることがある。なにも書いていない箱がひとつ、床に放置されていたので、その中身を開けて確認した。

　入っていたのは四年前の文書が保存されたファイルで、ただ段ボール箱の側面に内容を書き忘れただけだった。また同じように中身をいちいち確認することのないよう年度と内容を箱の側面に書いて、ガムテープを貼る。

　置く場所あるかな……年度順でのスペースを探すが、空いていない。別の場所にスペースがあったから、順番になるよう整理していき、自分の目線よりも上に箱を持った。

　その時ぐらりとバランスを崩し、箱が棚の淵にあたった。落とさないように支えるが、崩れたバランスを戻すことができなくて、よろけた調子に体が後ろの棚にぶつかる。

　やばい、箱が降ってくる……頭上から落ちてくる箱を避けようと横に体をずらした。

「きゃあ！」

　咄嗟に出た悲鳴と箱が落ちた大きな音に廊下を歩いていた人が気付いたようで、「誰かいますかー？」とドアが開いた。

　この声は同じ経理課勤務で二年後輩の田島たじまくんだ。助けを求めるべく彼を呼ぶ。

「田島くぅん……」

「わっ、竹内さん！　大丈夫ですか？」

　転んで床に座った状態でいる私を見て驚いた田島くんが、手を差し伸べてくれた。その手を借りて立ち上がるが、足首に強烈な痛みが走る。

「ありがとう……いたっ！」

「どこか痛めました？」

「ちょっと右足が痛いけど、たぶん大丈夫。それよりこれをお願いしてもいい？　そこに上げてもらえるかな？」

「足より箱ですか、竹内さんらしい。了解です」

　田島くんは苦笑してから、落ちた箱を軽々と持ち上げて、棚におさめた。さすが男の人は力が違う。

　足がズキズキと痛むので、作業を終了して田島くんと経理課へ戻る。椅子に座って、足首をさすっていると田島くんが心配そうに覗いてきた。

「大丈夫ですか？　病院で診てもらったほうがいいかと……あ、でも六時過ぎているから、もうやっていないかもしれませんね。どこか救急外来を探しましょうか？」

「ううん、大丈夫。明日になっても痛かったら、午前中に行くわ」

「竹内さん、どうしたの？」

　私たちの会話が耳に入ったらしく、川本かわもと課長が様子を窺いに来た。田島くんが私の代わりに状況を説明してくれる。課長も心配そうに私の足を見た。

「仕事中の怪我は労災だから、会社が責任もって面倒見なきゃいけないんだ。ちょっと待ってね」

　課長は自分のデスクに戻り、スマホを操作する。どこかに電話をかけていて、その様子を田島くんと見守った。

　通話を終えた課長は、またこちらに来る。

「うちの奥さんのところが労災指定病院なんだ。時間外でも診てくれるというから、タクシーですぐ行こう」

「奥さんの病院……あ、ありがとうございます。でも、私ひとりで行けます」

「いや、また転んだら大変だし……あ、これから部長との打ち合わせがあったんだ。じゃあ、田島くん。ついていってあげて」

　課長の奥さんが総合病院に勤務していることは知っていた。でも、わざわざ聞いてくれるなんて優しい。それに私ひとりで行くのを心配して、田島くんにまで頼んでくれた。

　課長は普段から部下思いで頼りになる。その課長から頼られた田島くんは誇らしげに胸を叩いた。

「任せてください。竹内さん、すぐにタクシーを呼びますね」

「うん、ありがとう」

　ひとりで行けるけど、課長と田島くんの厚意を無下にできなくてお願いした。




　向かった先は、タクシーで二十分くらいの距離にある神岡かみおか総合病院。すでに診察時間を終えていた病院の一階ロビーは明かりが消えていた。

　私たちが会社を出る前に課長が今病院に向かったと連絡を入れていたので、玄関前で課長の奥さんが出迎えてくれた。奥さんは外科の看護師長をしているそうだ。

「竹内さんですか？　私、川本です。いつも主人がお世話になっています」

「はじめまして、竹内です。こちらこそ課長には大変お世話になっております。このたびは、お忙しいところをありがとうございます」

「いえいえ、どうぞこちらへ。あの、そちらの方は？」

　タクシーの精算を済ませて、あとから降りようとした田島くんに川本さんが目を向ける。田島くんは降りようとしたところで動きを止めて、頭を下げた。

　私は振り返って、田島くんに声をかける。

「田島くんはこのまま会社に戻って。ここからは私ひとりで行けるし、帰りはタクシーを呼ぶから」

「えっ、でも……」

　病院の中まで付き添うつもりだった様子の彼は、戸惑いの表情を見せた。でも、もう退社時間を過ぎているから、これ以上私のために付き合わせるのは申し訳ない。

　タクシーの運転手から降りるのかまた乗るのか問われ、さらに困った顔をした田島くんは私と川本さんを交互に見た。

「大丈夫ですよ。竹内さんはこちらで責任もってお預かりしますし、お帰りのタクシーもお呼びしますから」

「田島くん、付き添ってくれてありがとう」

「わかりました。では、ここで失礼します。竹内さん、くれぐれも足元に気をつけてくださいね」

　ふたりから戻るようにと押し切られ、田島くんは渋々了承した。タクシーが走り去っていく様子を見てから、川本さんが私の背中に手を添える。

「暗いので気をつけてくださいね。一般病棟のほうは閉めているので、入院病棟の診察室で診ますね。足、痛みますよね？　車イスを用意しましょうか？」

「ありがとうございます。いえ、歩けないほどではないので、大丈夫です」

　私たちは関係者専用口から入り、エレベーターで三階まで行く。受付にいた、私と同じ年齢くらいの看護師が声をかけてきた。

「師長、澤井さわい先生は五分後に来られるそうです」

「ありがとう。さあ、行きましょうか」

「はい」

　その看護師と目が合ったので、軽く会釈をした。近くにある診察室へ案内される。椅子に座った私は川本さんから問診票と「業務災害」申請用の書類、そしてボールペンを受け取った。

　問診票を記入している間、川本さんはナースステーションに行った。記入が終わった時、川本さんと会話する男性の声が耳に届いた。医師が来たようだ。

「お帰りになるところを引きとめてしまって、ごめんなさいね」

「いえ、全然問題ないですよ。ご主人の部下の方なんですよね？」

「ええ、そうです。今書類を書いてもらっていて……竹内さん、お待たせしました。まあ、座っていてください」

　私は声が大きく聞こえてきたことからすぐ近くに来ていると思い、立ち上がって待っていた。

　ふたりの会話から、先生は勤務を終了して帰るところだったことが推測できた。だから、私のために帰る時間を遅らせてしまったことの謝罪とお礼を伝えようとした。

　だが、姿を現した医師を見て、固まる。

　ええっ！　どうして智也が……ここにいるの？

　もう二度と会うことはないと思っていた人に、まさか病院で再会するとは……。しかし、目を見開く私に、智也は平然とした口調で「どうぞお座りください」と言う。

　あれ？　もしかして、私に気付いていない？

　チラッとしか私の顔を見ないで、彼は問診票に目を通していた。それを見ながら、彼の着ている白衣の左胸にある名札を確認する。

　澤井智也……あれから一週間経っていたから声の記憶が薄れていた。けれど、間違いなく、あの智也だ。どうか私に気付かないで……。

　しっかり正面を向いたらわかってしまうかもしれないと、顔を微かにうつむかせた。あの日の自分とは違うから大丈夫だと言い聞かせながら……。

　今の私はストレートの髪をヘアゴムでひとつにまとめて、黒ぶちメガネをかけている。白地に紺の細かいストライプブラウスにグレー色のアンクル丈のパンツを穿いていた。あの日の夏織とは全然違う外見である。

　でも、目を合わせたら思い出してしまうかもしれない。なるべく見ないようにしよう。勘付かれることを回避するための対策は、声のトーンを下げることしか思いつかない。

　ひやひやしながら、智也の反応を探った。入力を終えた彼は私の右足を見てから、口を開く。

「竹内夏織さん」

「はい」

「先にレントゲン撮りますので、レントゲン室に行きましょう」

　レントゲン室までは川本さんが案内してくれたが、そこに到着した時に別の看護師が彼女を呼びにきた。急用である病室に行かなければならなくなり、川本さんはあとから入ってきた智也を見る。

　智也は川本さんに向かって、小さくうなずいた。

「川本さん、いいですよ。あとは私ができますから」

「澤井先生、すみません。じゃあ、お願いします」

　慌ただしく去ろうとする彼女を引きとめたかった。いきなりふたりきりにされたら、困る。だけど、引きとめる理由は何も浮かばない。

　レントゲン撮影はすんなりと終わり、再び診察室に戻った。智也は撮影した写真をパソコンに表示した状態で、私の足首を触診する。軽く動かして、痛みを確かめた。

「痛いですか？」

「あっ……痛いです」

　痛みに顔を歪めて智也を見ると、彼はビクッと眉を動かして足首を見ていた目線を私の顔のほうにあげた。

　な、なに？

　私の足、おかしい？

　私の足を小さなスツールに載せたまま、智也はパソコンに向き合った。画面にはまだレントゲン写真が写っている。捻っただけではないかと思っていたけれど、変な方向に捻じれているとか？

　不安な気持ちで診察結果を待っていると、智也がハッとした表情で私を見た。その瞬間、目が合ったので急いで顔をうつむかせた。なんだかイヤな予感がする。

「竹内さん、顔をあげてくれませんか？」

「えっ……」

　顔をあげないといけない意図が掴めなかったけど、いつまでも下を向いていては不審に思われるだろうと観念するしかなかった。だけど、指示に従っても目は合わせないよう壁の方に動かす。

　智也の手が私の方へ伸びてきて、メガネのフレームに触れる。

「これ、外させてもらうよ」

「えっ、ちょっと！　待っ……」

　彼の思いも寄らない行動に彼の手首を掴んだけれど、それよりも先にメガネは外された。軽く微笑む智也の顔がぼんやりと見える。

「やっぱり夏織だ。そうか、苗字は竹内さんで、夏を織ると書くんだね」

　気付かれてしまった私は目を泳がせて、「返して」とメガネをかけ直す。メガネなしではよく見えなかった智也の顔が鮮明に見えるようになる。

　しかし、なによ……その笑顔は……。うれしそうに笑う彼に私の心臓はドキドキと急速に動き出した。あの日を思い出す……。こういう笑顔が好きだとあの日、思った。

「そっちはすぐに気付いた感じかな？」

「まさか医者だとは思わなかったけど。あ、そういえば、あの時学会で来たと言っていた……」

「うん、俺も職業までは言っていなかったけどね。それよりも会いたかった。また会えてうれしいよ」

　恥ずかしげもなく気持ちを伝えながら、彼は私の手を握った。あの時の感触がよみがえってきて、顔が熱くなる。彼はさらに私の心を揺るがせることを言った。

「今すぐふたりだけになりたい」

「えっ……」

「薬もらってくるよ。そこで待っていて」

「えっ、あ、あの！」

　ここから動こうと、立ち上がった智也の白衣の袖を掴んだ。智也は掴まれた袖と私を交互に見て、眉根を寄せる。

「なに？」

「この足、捻挫ですか？　折れてはいないですよね？」

「ああ、そうだ。言い忘れていたね。うん、捻挫で全治三週間かな。次は一週間後に来て。こっちじゃなくて、下の一般のほうにね。あとで教えるから。診断書も出しておくね」

「はい、お願いします」

　智也の袖を離した私の頭に、彼は軽く手を載せて、柔らかな笑みを浮かべた顔を近付ける。

「心配しなくても大丈夫だよ。完治するまで俺が診てあげるから」

「えっ？」

　彼の言う意味がわからなく戸惑う。私の頭を撫でてから、智也は足取り軽やかに診察室を出ていった。

　五分後に戻ってきた智也は、私の右足首からふくらはぎにかけて、伸び縮みする肌色のテープを何本も貼っていく。

「患部を固定するね。十分くらい冷やすからじっとしてて」

　治療用のスツールに載せた右足に氷嚢をあてがい、少し経つと乾いたガーゼを氷嚢と足の間に挟んでくれた。冷えすぎないよう、ということらしい。

「このあと移動用の冷湿布貼るから、もう少し待ってね」

　冷たい水滴のついた氷嚢を取り除いて、濡れた患部をぬぐい、うっすらと薬のにおいがする湿布を貼った。動かないよう白いネットで固定する。

　テキパキと動く智也の様子を静かに見ていた私は、心の中で感心していた。

　湿布を貼ったことで足が入らなくなったパンプスの代わりにと、サンダルを用意してくれる。

「これ、履いて」

「ありがとう」

　医師だからできる気遣いなのだろうけど、彼の優しさに心がじんわりと温かくなる。診察してくれたのが、智也でよかったかも。

　ここで最初に智也を見た時は、どうして智也なのかと逃げたくなったけど、今は本当に智也がいてくれて助かっている。

　タクシーを呼んでもらおうとしたら、智也が送ると言う。恐縮しながら、彼の車の助手席に乗った。

「私と一緒に帰ってしまって、お仕事は平気？」

「今日は日勤で帰るところだったから、夏織でおしまい。川本さんから引きとめられて、本当によかったよ。願っていた再会ができたしね」

「願っていた？」

「うん。あの日、目覚めて夏織がいなかったから、ものすごくショックを受けたよ。で、後悔した。なんでしっかり捕まえなかったのか、どうして連絡先を聞いていなかったのかとね。先に眠った夏織を見ながら、朝起きたら連絡先を教え合って、また会うことを約束しようと考えていたのに」

「そうだったの？」

「どんなに後悔してもどうしようもなくて、ただまた出会えることだけを願った。だから、もう離さないからね」

　離さない宣言に動揺して、言葉を返せなかった。また会いたいと願っていたなんて……私はあの日惹かれた気持ちを捨てるために、忘れようとしていたのに。

　窓からすっかり暗くなった空を見上げて、気持ちを落ち着かせようと深呼吸した。




　マンションの前で、シートベルトを外そうとする私の手を智也が上から押さえる。「えっ？」と智也を見た。

「来客用の駐車場、ある？」

「裏に何台かスペースはあるけど、まさか寄るつもり？」

「うん、そのまさか。夏織が寝るまで付き添わせて」

　送ってもらってから、部屋で今日の出来事をゆっくり考えようと思ったのに、まさか寄ると言われて困惑した。

「寝るまで？　どうして？」

「寝る前にもう一度冷やしたほうがいいから、俺がやってあげる。それと、言い忘れていたけど、腫れているから入浴はしないほうがいい」

「冷やしてくれるのはありがたいけど、汗かいたからシャワーは浴びたいのだけど」

「そのテープ、濡れても平気だからシャワーなら大丈夫だよ。転ばないように気をつけて。あ、俺が一緒に入って支えてあげたほうがいいね」

「えっ!?　一緒に入る？　ダメ、絶対入らないで！　ひとりで大丈夫だから」

　さらりと言われたとんでもない提案に、私は必死で反対した。一度全身を隅々まで見せたことがある相手ではあるけれど、あの時と今は状況が違う。

「わかった、一緒には入らないよ。でも、心配だから夏織が寝るまで、いさせて」

「うん……」

　私の了承を得た智也は、車を駐車場に移動させる。今から智也が部屋に入る……今朝出る時、部屋はどんな状態だった？

　昨日、掃除機はかけたけど……洗濯物はソファーに放置していたことを思い出す。誰かが訪ねてくることを想定していなかったから、いきなり訪問されても困る。だけど、智也が部屋に入ることを今になって断ることはできない。とりあえず急いで片付けよう。

　彼に「どうぞ」と紺色のスリッパを用意して招き入れてから、私は痛む足に重心をかけないように壁に手をつきながら歩みを速めようとする。

　そんな私の腕を「夏織、待って」と智也が掴んだ。なんだろうと振り返る。

「ゆっくり歩いて。どうして急ごうとしているの？」

「あ、ちょっと散らかっているから片付けたくて」

「散らかっていても気にしないよ。それよりも自分の足を気にして。無理して動くと快復が遅くなるからね」

「うん、そうだよね」

　智也にだらしないと思われたくなかったけど、部屋の整理よりも怪我のほうが大事だ。ゆっくり歩いて、洗濯物をざっと片付けてから、智也にソファーに座るよう言う。

「私シャワー浴びてくるから、テレビでも見て、待っていてくれる？」

　智也も明日仕事だというからできるだけ早く帰れるようにと思った。しかし、また智也に止められる。

「それよりもご飯のほうが先じゃないか？　お腹空ていていない？　俺は腹ペコだけど。なにか途中で食べてくるか、買ってきたらよかったな。今からまた出るのは時間的に遅くなるし……なにかデリバリーでも……」

「あ、智也がイヤでなければ、なにか作るよ？　よかったら食べて」

「夏織の手料理は食べたいけど、それはまたの機会にするよ。足に負担をかけないで安静にしなきゃいけない。俺が作るよ。何を作る予定だった？」

「智也、料理するの？」

「普段はあまりしないけど、簡単なものなら作れる」

「ありがとう。材料とか説明するね」

　キッチンで智也に作れるものを聞いて、チャーハンとグリーンサラダをお願いした。まさか智也の手料理を食べることになるとは……包丁で野菜を切る音を聞きながら、ソファーに横になり、右足をクッションに載せて、再び氷嚢で冷やしながら待つこと三十分。

「お待たせ」

　ふたり用のダイニングテーブルに並んだ料理を見て、私は目を見開いた。玉子とニラのスープもあったからだ。

「ありがとう。スープも作ってくれたの？」

「ああ、勝手に材料使ったけど」

「使ってもいいけど、ビックリした」

　智也は私の足と料理を見てから、再び私をソファーに座らせ、ソファー前にあったミニテーブルをギリギリまでこちらに寄せて、私の分の料理を移動させた。

　それから、マグカップに入ったスープをスプーンですくって、私の口元に持っていく。

「熱いから、気をつけて」

「えっ……自分で食べれるよ？」

「いいから。ほら。口開けて」

「うん……」

　大人になってから、人に食べさせてもらったことはない。かなり恥ずかしいが、そっと口を開けるとスープが注ぎこまれた。

「美味しい！」

「本当に？　実は作るの久しぶりだから、あまり自信がなくてちょっと不安だった」

「うん、本当に美味しいよ。普段、食事はどうしているの？」

「外で食べることが多いよ。作るのは嫌いではないけど、忙しくて時間がないというか面倒なんだよね」

「そう、仕事忙しそうだものね」

　医者という職業は拘束される時間も長そうだし、緊急の呼び出しもありそうだ。普通の会社で働く自分とは時間の使い方も違うだろう。

　そんな忙しい智也が私のために貴重な時間を割いて、料理まで作ってくれるなんて……彼の優しさに心が揺れる。

「でもさ、外食ばかりだと飽きるんだよね。今度からたまには作ろうかな。夏織のために」

「えっ、私のために？」

「うん。美味しいと顔を緩ませて食べてくれるなら、また作ってあげたくなる。凝ったものは無理だけど、夏織の足の痛みがなくなるまで作らせて」

「作ってくれるのはありがたいけど、毎日となると智也が疲れるよ？　そんなに私を心配しないで。コンビニでお弁当買ってくるか、デリバリーを頼むから大丈夫だよ」

　私のことを心配して言ってくれているのはわかるけど、智也の負担になってしまうのはよくない。

　できることなら忙しい智也に私が作ってあげたいくらいなのに。

　あれ？　私、今何を思った？

　何の理由もなしに作ってあげたいと思うなんて、おかしい……。

　なにか理由があれば……あ、今日のお礼に作ってあげたらいいのかも。

　でも、いつ？

　自分のおかしな考えに理由をつけても、それをどう伝えたらいいのかと迷い、私はあと少しで食べ終わるチャーハンに視線を落とした。

「夏織、どうした？　足痛む？」

「ううん、足は痛いけど、大丈夫」

「よくわからない返事だな。それからもう一度言うけど、俺はもう夏織を離すつもりないからね。あの日の朝、夏織がいなくてものすごいショック受けたから、絶対離さない。しばらくは毎日ここに来るよ」

　病院でも言われた『離さない』をまた言われて、胸が高鳴った。恋愛はしばらくご無沙汰状態だったから、力強い言葉に気持ちが揺らぐ。

　あの日、私は智也を離したくなくなると一瞬思った。でも、逃げるように離れた。もう二度と会うことはないだろうから、夢か幻かと思い込むようにしたけれど、ときどきあの時の……抱きながら私を熱い瞳で見つめる顔が浮かんだ。

　抱かれたあの夜からまだ十日間しか経っていないから、記憶は、思い出すと体が熱くなるくらい鮮明に残っている。彼の肌の感触も吐息も……忘れてはいない。優しく抱きしめられて眠ったあと、智也の腕から抜け出す時に寂しさを感じた。

「今まで女に執着したことはなかったけど、夏織のことは忘れることができなくて、とにかくまた会えないかと願った。かわいい顔を見せてくれた夏織にまた会いたかった。もし願いが叶ったら、絶対離さないと。それだけ、俺は夏織を求めていた」

　真剣なまなざしで想いを伝える智也から目が離せない。そんなにも私を想ってくれていたとは……。

　あの夜に『かわいい』や『きれい』だと甘い言葉を言われた。でも、それは私の心と体を高揚させるために言ったのではないかと、あとから冷静に考えた。しかし、今伝えられた気持ちは本物だと受け止められる。

　それでも、まだ出会ったばかりという事実に変わりはない。心が揺さぶられても、彼の気持ちに応えていいのかと迷ってしまう。

　迷いから智也の気持ちに応えられないでいると、彼は自分の分を食べ始めた。

「食べ終えたら、片付けるね。夏織はシャワーを済ませてきて。なにかあったら大きな声で呼んでよ」

「ありがとう。じゃあ、お言葉に甘えて、お願いするね」

　疲れているだろう智也にも早くに帰って、体を休めてもらいたい。できるだけ時間短縮するには、厚意を素直に受け入れたほうがいいだろうと、部屋着を抱えて、バスルームへ向かう。

　智也に言われた通り、足首は温めないようにして短時間で済ませた。タオルドライしながら、部屋に戻ると智也は窓から外を見ていた。近寄りながら「智也？」と呼ぶ。

　振り向いて、手招きする智也の隣へ行き、何が見えるのかと私も外を見た。

「何を見ていたの？」

「足、大丈夫？　あそこのマンションを見ていた。俺が住んでいるところなんだけど、ここから見えるんだなと思ってね」

「えっ、どのマンション？　……あそこ？　そんな近くにいたなんて、驚いた」

「ほんとだよね。今日会わなくても、どこかですれ違っていたかもしれないね」

　笑う智也につられて、私も「そうね」と笑う。智也の笑顔は緊張を解きほぐす効果があるかもしれない。それに、彼の笑顔はやっぱり好きだな。

　智也は私の足を気遣いながら、ソファーまで手を引く。すでに氷嚢や湿布、ネットが用意されていて、手際よく私の足首に触れて確かめると、氷嚢をあてがってくれた。

「きれいな足だよね」

「は、腫れているから不格好だよ？」

「もちろん腫れている部分をきれいとは言わないけど、このふくらはぎから膝、太ももへのラインがきれいだよ」

「えっ、あ、うん……どうも」

　智也が褒めながらふくらはぎから太ももまで触れるから、私は戸惑ってどう返事をしたらいいかわからなくなって視線が泳ぐ。

　智也は動揺する私をチラッと見てから、ふくらはぎに軽く口づけた。

「ちょっ！　何をするの？」

「早くよくなるようにおまじないのキス。ほら、動かさないで」

　前触れもなくされた足へのキスに私の顔は熱くなっているというのに、智也は楽しそうに氷嚢の位置を変え、患部をまんべんなく冷やしてくれた。

　その後、私を自分の前に座らせて、ドライヤーでまだ濡れていた髪を乾かしてくれる。「自分で乾かすから」と抵抗したが、強引に座らされてしまった。今夜の彼は、まさに至れり尽くせりだ。

　乾かし終えた髪を智也が撫でながら、横にずらす。なんだろうと思う間もなく、首筋に彼の唇が触れた。その触れられた部分を手で押さえて、振り返る。

「今、なにしたの？」

「ん？　キス」

「どうしてまた……なんでよ？」

「なんだかんだ言っても、俺に身を任せてくれる夏織が愛しくなったから。イヤだった？」

　私は顔をうつむかせて、首を横に振った。イヤではない、恥ずかしいだけ。智也は私の顔を覗き込んでから、髪をまた優しく撫でた。

　私が目だけを上に向けると、智也の手が顎に触れて顔を上に向かされる。ゆっくりと顔を近付けて、唇を重ねた。

　触れるだけのキスをした智也は、私を背後からふわっと包み込むように抱きしめる。

　氷嚢を取り去って冷湿布を貼り、ネットをかけてくれた。そして「もう俺から逃げないでね」と耳元で囁いて、私の返事を聞かずに部屋を出ていく。ぼんやりと彼の動きを見ていたが、ドアが閉まってから立った。

「逃げないでって……そっちこそ言い逃げするなんてズルい……」

　閉められたドアに向かって、今頃返事をしても、智也の耳には届かない。意外にあっけなく帰ってしまったことに寂しくなって、ソファーの上で膝を抱えた。










第三章

優しさに心揺らいで











　夜中に足首の痛みで何度か目が覚めた。そのため、寝不足で今ベッドの上でまどろんでいる。

　ん？　インターホンが鳴った。こんな朝早くから、誰よ……あ、智也に違いない。

　時間があったら朝にも来ると言っていたことを思い出し、痛い足を庇いながら、玄関まで行く。

　ドアを開けると、コンビニのビニール袋を手にした智也がいた。

「おはよ……」

「おはよう、顔色悪いな。痛みで眠れなかった？」

「うん、寝ても目が覚めちゃって……」

「これ、持って」

「うん……うわっ！　と、智也」

　渡されたビニール袋を持つと、智也に抱きかかえられた。彼は澄ました顔で、私をベッドまで運んで、足首を診る。

　昨日と変わらずに、腫れている部分に今作ったばかりの氷嚢をあてがう。

「あ、気持ちいい……」

　自分でやろうとも思ったけど、動くのが億劫だった。手際よく患部をチェックしたあと、智也は私の頬に手を触れる。

「ひどい顔だな」

「えっ、そんなひどい顔してる？」

「寝不足のせいだよね？　やっぱり今日は、休みなよ。安静にして冷やしてれば腫れも痛みも早くに引くから。わかった？」

「うん」

　ひどい顔と言われたのがショックで、首を垂れた。そんな私の頭を智也が撫でる。垂れた首をあげると、微笑む智也と目が合った。彼はときどき意地悪なことを言うけれど、いつも私を見る目は優しい。

「サンドイッチ、買ってきたから食べて。よっ」

「わわっ、自分で少しくらい歩けるよ」

　またもや抱きかかえられて、今度はソファーまで運ばれる。オレンジジュースも買ってくれていて、コップに注いでくれた。

　肘掛けのクッションを置き、そこに背を当てた状態の私に智也がサンドイッチを手渡す。

「まずそれを食べて薬を呑むこと。それから、寝て。寝れば顔色もよくなるから」

「うん」

「なにかあったら連絡して。夜、また来るね」

「うん、ありがとう」

　体が弱まると心も弱まるのかな。出ていく智也の後ろ姿を見て、寂しくなった。思わず引きとめたくなり、手を伸ばしてしまったが、すぐに引っ込める。

　朝の忙しい時間にわざわざ来てくれただけでも充分だ……。

　とにかく寝よう。寝たら、時間も早く過ぎるだろう。そうしたら、早く夜になり、智也の顔も見れる。

　薬を呑んだあと、会社に欠勤の電話を入れた。電話口に出た課長は、とても心配していて、ゆっくり休むようにと言ってくれた。今日は金曜日だから、今日から三日間は休める。

　ベッドでクッションにもたれていたら、いつの間にか眠っていた。




　昼過ぎまでぐっすり寝た私は、頭がスッキリして気持ちよく起きられた。足の痛みも引いている。ベッドの上で動かしてみてもほとんど痛くない。

　手をあげて、大きく伸びてからスマホを持つ。営業部の同期からメッセージが届いていた。私の怪我を知って心配しているとの内容に、お礼の返信をする。

　他にはなにも来ていない……智也は仕事忙しいのかな……って、なんで智也のことを考えているのだろう。

　今考えることは、お昼ご飯だ。なにか食べようと冷蔵庫を開ける。智也がコンビニで買ってきてくれたパスタが食べて！　と主張するかのように真ん中に入っていた。

　夜もここに来る前になにかを買ってくると言っていた。忙しい人なのに、迷惑ばかりかけている。安静にしよう。

　おとなしく過ごして日が沈む頃、トイレに立ったついでに外を眺める。

　あれが智也の住むマンションか……まさか病院で再会するとは思わなかったけど、近くに住んでいたら本当にどこかでまた会ったかもしれない。

　こういう再会は運命的といえるのかな。智也が半ば冗談で言った赤い糸は……親指だっけ？　親指に赤い糸があると言った彼の顔を思い出し、口元を緩ませる。

　真面目なのに、ユーモアがあって魅力的な人だ。それに、医者でかっこいい。私を求めてくれたけど、よくよく考えると釣り合う相手ではないのでは？

　女性の扱いに慣れている様子の彼には、もしかしたら特別な相手がいるのでは？

『離さない』と言われたけど、『好き』や『付き合って』と交際が始まるような言葉はもらっていない。決定的な言葉を言わなくてもわかるだろうという人はいるけれど、ちゃんとした言葉を言われないと、本気に見せておきながらも遊びなんじゃないかと不安になる。

　だから、どう応じたらいいのか迷う。

　テーブルに置いていたスマホから着信の音が鳴り響いた。すぐに出たくても痛みが薄れてきている足を悪化させてはいけないと、早くに動けない。

　切れてしまう前にどうにか手にすることができ、昨日登録したばかりの名前が画面に表示されているのを確認した。

　たった今、行ったり来たりしていた気持ちが上向きになる。

「はい、智也？」

『うん、具合はどう？』

「あれからよく眠れたし、痛みもよくなっている」

『よかった。そっちに行くの、七時を過ぎるけど、待っていてね』

　電話越しに初めて聞く智也の声はゆったりしていて、落ち着く。私は声に出さないと伝わらないというのに、緩んだ顔でこくりとうなずいた。

　案の定、様子を窺うように『夏織？』と智也が私を呼ぶ。

「あ、うん。待ってるね！」

『うん、じゃあ……』

　通話が切れる間際、智也の声に混じって彼を『智也くーん』と呼ぶ女性の声が聞こえた。

「えっ、智也？ ……切れちゃったか」

　咄嗟に智也に呼びかけたけど、私の声は届かなかったようで通話終了となった。

　彼はまだ病院にいるはずだけど、親しそうに呼んだ女の人は誰だろう？

　同僚の医師か看護師さん？　それとも、患者さん？

　そのあたりの人だとは思うけど、なんだか胸騒ぎがする。これも体が弱っているせいかな。

　ひとりでいると、ろくなことを考えない。

　モヤモヤする気持ちを振りはらうために、テレビを見ることにした。ニュースや天気予報が終わり、七時からのバラエティ番組が始まる。

　そろそろ来るかなとスマホに視線を落とした途端、手の中で鳴動した。ビックリした調子に落としそうになったので、相手の名前表示を確認せず応答する。

「はい」

『竹内さん、こんばんはー』

　明るい声で挨拶したのは、待ち人の智也ではなくて田島くんだった。がっかりしながらも、返事をする。

　もしかしてまだ会社なのかな？ 

「お疲れ様。昨日はありがとう。今日、忙しかった？」

『いえ、普通ですよ。実は今、竹内さんのマンションの前に来ています。部屋の番号教えてください』

「えっ、どうして？」

『お見舞いに来ましたー。竹内さんの好きなアイスを持ってきましたよ。早くしないと、溶けます！』

　溶けますと言われ、気が動転して部屋番号を教えてしまった。田島くんには以前、飲み会のあとに送ってもらったことがある。マンションの前で何階かと聞かれても教えなかったのに……アイスで誘導するとは、ズルい手口だ。

　しかし、アイスに罪はない。溶けてしまったら、もったいない。想定外の来客を迎えるために、玄関のドアを開ける。アイスは保冷剤と共に保冷バッグに入っていた。

「保冷バッグに入っているのね。保冷剤までちゃんとある……」

「すみません。だって、溶けると言わないと竹内さん。俺を追い帰すでしょ？　昨日も帰されましたしね。これでもかなり心配しているんですよ」

「昨日は私に付き添ってもらっただけでも、悪いと思ったから。今日も仕事帰りにわざわざ来てくれなくてもいいのに、疲れているでしょう。でも、ありがとう」

　昨日同様、田島くんの時間を使ってしまったのが申し訳ない気持ちになるけれど、気遣ってくれるのはありがたい。

　後輩である田島くんには、先輩らしく威厳ある姿を見せたいと思うのに、最近は田島くんがしっかりしてきたせいかどちらが先輩かわからなくなることがある。

「俺が勝手に来たのだから、気にしないでください。今日は顔が見られてなくて寂しかったから、会えてうれしいです。あと、料理するのにも足が痛むでしょうから、夕飯を作らせてください」

「えっ、夕飯？」

　田島くんは保冷バッグの他に買い物バッグのようなナイロンの袋を提げていた。そこには食材が入っているようだ。

　夕食まで作ろうといていたとは……予想外のことに驚いていると、横からこちらに近付く足音が聞こえてきた。

　白い紙袋を持った智也が私たちに距離を縮めてくる。

「あ……」

「竹内さんのお知り合いの方ですか？」

　田島くんは智也を見たあと、怪訝そうに私に尋ねる。どう説明しよう……。私たちの真横で足を止めた智也もしかめっ面で田島くんを見た。

「えっと。田島くん。こちらは昨日行った病院のお医者さんの澤井先生……」

　迷った結果、医者だと紹介する、田島くんは「は？」と智也を指さした。

「どうして、医者がここに？」

「えっと、それは……」

「もしかして、竹内さんに付きまとっているんじゃ……医者だからって、患者の家に来るのはおかしいだろ？　あんた、帰れよ」

　私が智也との関係を言いにくそうにしているから、いけないのだろう。智也がストーカー行為をしていると勘違いしているようだった。

　田島くんは私を自分の後ろに隠すようにして、智也へ睨みを利かせた。智也はそれに対して「なに？」と低い声を出す。

　田島くんも智也くらいの身長があり、高身長のふたりが対立し合う姿に気圧された私はただ見守ることしかできなかった。

　睨み合う中で、先に智也が口を開く。

「君こそ誰？　夏織に何の用？」

「あんたに教える義理はない」

「そっちこそ夏織にまとわりついているんじゃないのか？　こんなところまで来て」

「は？　何を言っているんだよ！　俺は、竹内さんが心配だから来ただけだ！」

「た、田島くん、待って！」

　私は智也の胸元に手を伸ばした田島くんを慌てて、制止した。成り行きを見ている場合ではない。

「あのね、この人はもともと知り合いで、怪我の様子を診に来てくれたの」

「知り合いとは言っても、男性ですよ？　夜に招き入れるのは危険です」

　本当に田島くんは先輩思いで頼もしい。それに、少々心配性な部分もある。田島くんに安心してもらうために「大丈夫だから」と告げる。

「そうそう。君がいなくても平気」

「ちょっと、智也！」

　挑発するような口調で話す智也を咎めるが、彼は素知らぬ顔で私の隣に来て、腰に手を添える。深い関係だと見せつけているようで困るけど、触れられるのはイヤじゃなかった。

　しかし、田島くんは納得できないのか、なかなか帰ろうとしない。疲れているだろう智也に早く中に入ってもらいたいのに。

「どんな関係かは知らないけど、俺が先に来たし、話したいこともあるから、今日はあなたが帰ってください。竹内さん、中で話をさせてもらえますか？」

　今日欠勤したから、なにかトラブルでもあったのなら教えてもらいたい。

「話したいこと？　なにか仕事のことで？」

　仕事に関することなら、聞かなくてはならない。でも、智也を帰すのは……。

　心の中で葛藤しながら智也を見ると、彼も私を見ていて、小さくうなずく。

「話なら、今ここで夏織に簡潔に伝えて」

「俺は竹内さんだけに話したい。だから、あなたは邪魔です」

「しつこい人だな。邪魔なのはどっちなんだか……夏織、どうする？　俺が帰ろうか？」

「えっ？　待って」

　来るのを待ち望んでいた人に帰ってもらいたくなく、慌てて智也の腕を掴んだ。智也は焦る私に、険しくさせていた顔を緩める。

「俺にいてほしいの？」

「うん……だって、足を診てもらわないとならないから」

「それだけじゃないよね？」

「あー、うん。ご飯も食べたいし」

「まったく夏織は素直じゃないな。そういうところもかわいいけどね」

　智也は笑いながら、私に顔を寄せた。思わず後ずさろうとするが、腰をしっかり押さえられてしまう。少しでも距離を空けさせるために、彼の肩を押す。

「智也、近いってば！」

「照れる夏織、ほんとかわいいな。わかったよ、続きはあとでふたりきりの時にしようね」

　私の頬に手を触れてから、体勢を元に戻した智也から目を逸らす。心臓が高鳴って、顔が熱くなっていく。

　そんな私を田島くんは、目を丸くして見ていた。

「なあんだ、竹内さん。彼氏さんだと最初に言ってくださいよ。勘違いしてしまったじゃないですか。俺、帰りますね」

「えっ、彼氏？　いや、あの、智也は……」

　口をもごもごさせる私を田島くんは笑い、買い物バッグをこちらに差し出した。

「詳しくはあとで教えてくれたらいいですよ。これもお見舞いにあげますから、ふたりで食べてください」

「うん、ありがとう」

　バッグは智也が持ってくれた。穏やかな顔で会釈して帰っていく田島くんを見送ってから、私たちは部屋に入った。

　智也が田島くんからもらった食材を冷蔵庫に入れてくれている間、私は智也が持ってきた紙袋の中身をテーブルに出した。二段の弁当箱は中身を見なくても、高級感が漂っている。

「なにか作ってあげたかったけど、弁当になってしまって悪い……でも、ここのうまいから」

「ううん、忙しいのにありがとう。わっ、すごい豪華だね。高そうというか、美味しそう！」

　今日一日ほとんど体を動かさずにのんびり過ごしていたから、空腹を感じていなかったのに、美味しそうな食べ物を前にして、早く胃袋におさめたくなった。

　着席していざ食べようとした時、スマホの着信が鳴り響く。鳴っているのは、智也のだった。彼は渋い顔でズボンのポケットから取り出し、耳に当てる。

「今日は無理だと言ったよね？　……勝手に待っていられても困るから……自分でなんとかして……じゃ、切るよ」

　智也の話し声からの推測で、内容からして病院からではないかと思った。仕事に関する用事なら、私よりも優先にしたほうがいいのではないだろうか。

　もしかしたら、患者さんの生命に関わることかもしれない。

「智也、大丈夫なの？　病院に行ったほうがよくない？」

「ん？　ああ、病院の関係者からだったけど、仕事のことじゃないから心配しないで」

「本当に？」

「今は夏織といることが大切だから、気にしないでよ。それよりも食べよう」

　仕事に関係ないと言われても、相手が誰だったのか気になる。夕方病院からかかってきた、電話の向こうで智也を親しそうに呼んでいた人も、誰だったのだろう？

　なんとなく同じ人物ではないかと感じた。箸を手に持ったまま動かないでいた私を「夏織？」と智也が呼ぶ。

「あ、どれから食べるか迷うね」

「俺は、端から食べることが多いんだよね」

「へー。私はご飯からにしよう」

　右端のおかずから食べていく智也を見て、私は炊き込みご飯から食べる。おかずの種類が多く、色とりどりで見栄えのいい幕の内弁当はとても美味しく、私が食べたことある中での一番美味しいお弁当だ。

「ところでさっきの田島くんとかいう彼、同じ会社の人？　よくここに来るの？」

　私は口に入っているご飯を飲み込んでから、言葉を返した。

「うん、そう。田島くんは同じ会社に勤めている後輩なの。前に送ってもらったことがあって……でも、下までで部屋には入れたことないよ。今日はアイスが溶けるというから、ここまで来てもらったけど」

「俺が来なかったら、部屋に入れていた？」

「えっ、それはわからないけど、たぶん入れないかな」

「どう見ても下心ありありだったよ？　気をつけないと噛まれるぞ」

　噛まれる？

　確かにさっきの田島くんは、智也に噛みつきそうだった。

　けれど、下心って……。

「田島くんはいつも優しくしてくれるけど、それは心配性なだけだよ。それに、田島くんには好きな子がいて、私何度か相談を受けているの」

「あー、だから最後はすんなりと帰っていったのか。でも、俺以外の男を絶対に入れないで」

「絶対に？」

　安心しながらも独占欲をあらわにした発言をされて、首を傾げた。

「絶対にだよ。信頼できる後輩でも男はいつ豹変するかわからないから。俺みたいに紳士なやつなんか、そうそういないよ」

「は？　紳士？　智也が？」

　外面はいいから、それなりの紳士には見えるし、私も初めて会った時は爽やか紳士だと思ったけど……彼を知れば知るほど、やることが紳士かどうかは怪しい。普通の男だとは思うが。

「まあ、夏織を前にするといろいろしたくなるけどね」

「いろいろって。なにを？」

「内緒。ほら、食べよう」

　中断させたのは智也だというのに、曖昧な返事で話を逸らされてしまった。




　食後、片付けを智也がしてくれている間に私はシャワーを済ませ、ソファーで彼に足を診てもらう。的確に、しかし痛くないよう足首を触診する智也の真剣な顔を、さすが医師だなと感心するように見ていると、目だけを上げた彼と視線がぶつかった。

　ドキッと心臓が跳ねた私に彼は、表情を緩める。

「今日もよくなるようおまじないしようか」

「えっ、ううん！　今日は、しなくていいから。だいたい快復する効果ないでしょ？」

「効果はあるよ。夏織が俺を意識する効果がある」

「ちょっと！　な、何を言っているの？」

　動揺で思わず出していた足を引っ込めようとしたが、智也にしっかり掴まれていてできなかった。急に動かしたら、また痛めてしまう……。

　智也は静かに私の足をクッションに置いてから、ソファーに座る私の後ろに手を置いた。彼の手に挟まれて、ここから逃げられない状態にされて。心臓の動きが加速する。

「足よりも口のほうが効果あるだろうね」

　妖しげに口角をあげる智也に返事をせず、ただ近付く顔を凝視した。

「夏織、目を閉じて」

　本当にこんなことを言う紳士がいるのか……。

　それでも閉じたらどうなるか予測できるくせに、従ってしまう。目を閉じた瞬間、温かな唇が重なった。彼から伝わる熱をもっと感じたくなったが、あっさり離れていく。

「もっとしたくなった？」

「う、ううん！　全然！」

　気持ちを見透かされるのが恥ずかしくて、否定する。智也はうろたえる私を楽しむような目で見てから、再度足に触れた。

「もう完全に腫れは引いたね。土日ものんびり安静にして冷やせば、月曜には外を歩けるようになるよ」

「土日ものんびり……おばあちゃんのお見舞いに行く予定にしていたけど、やっぱり動かないほうがいいよね」

「どこに入院しているの？」

「新潟の病院」

「新潟か。俺が明日休みなら車で連れていってあげるけど、残念ながら仕事でね。今はできるだけ安静にしていたほうがいい。一週間我慢して、来週に行こう」

　智也は来週の休みを調整して、一緒に行くことを約束してくれた。車だと時間がかかってしまうけど、駅を移動するよりは負担が少ない。

　それに、翌週からの通勤にも電車より車で行ったほうがいいから朝迎えにきてくれるとも言ってくれた。

　朝の忙しい時間を私のために使ってもらうのは悪いからと断ったが、悪化する恐れがあると折れなかった。結局私のことを第一に考えてくれる彼の優しさに、甘えることにする。

「よろしくお願いします」

「うん。朝から夏織の顔が見られると一日がんばれるな」

　照れてしまうことを言われて、私は赤いであろう顔がばれないよううつむいて隠した。




　翌週の水曜日の夕方、早退して病院へタクシーで行く。初診の時に智也が予約してくれていた十七時半に、診察室廊下の長椅子に腰かけて順番を待った。

　そろそろ呼ばれるかなと時間を確認する私の横に誰かが座った。智也から今日の診察は私が最後だと聞いていたから、急に次の患者の予約が入ったのかもしれないと隣の人を見る。

　わ、きれいな人……。

　思わず二度見してしまうくらいの華やかな美女だった。怪我をしている様子はないけれど、ここで待つということはどこか悪いのだろう。

　あまりジロジロと見ては失礼になる……診察室に目を向けると看護師が出てきた。

「竹内さん、お入りください。あら、綾香あやかさん……」

　私を呼んだ看護師は美女を見て、驚いた顔をする。知り合いのようで、綾香さんと呼ばれた女性は「こんにちは」と、中に入ろうとする私とほぼ同時に立った。

「お疲れ様です。こちらの方が終わったら、智也は空くかしら？」

「はい、たぶん。確認してきますので、少々お待ちください」

　看護師が中に戻っていくと、すぐ智也が顔を出した。彼は私に一瞬だけ目を向けてから、綾香さんに話す。

「悪いけど、急に来られても困る」

「終わるまで待っているから気にしないで。一緒に食事しましょうよ」

「食事の話は断ったはずだ」

「じゃあ、話だけでもいいからさせてよ。とにかく智也の時間が空くまで待っているから」

　彼女は智也とどういう関係なのだろう。看護師も知っている人のようだったから、この病院に関係する人なのか……もしかして、智也の元カノ？

　でも、元カノが食事に誘いに来る？

　また長椅子に座り直した綾香さんを気にしつつ、診察室に入った。

　毎日、朝と夜に私の足を診てくれている智也は、当然ながら今朝も診てくれていた。だから、改めて診察する必要はないように思う。看護師が肌色の固定テープを取ってくれた足を、彼が触りながら怪我の具合を確認した。

「うん、よくなってきていますね」

「そうですか、ありがとうございます」

「来週も同じ時間に予約を入れておきますね。ご都合は大丈夫ですか？」

「はい、よろしくお願いします」

　お互い丁寧な口調で会話しているのが、お医者さんごっこをしているような感じでおかしくなる。新しい伸縮性テープを貼ってくれながら智也は、にやける私を不思議そうな顔で見た。

　看護師はどこかに行っていて、今ここにはふたりしかいない。だからなのか、砕けた話し方に変わった。

「なにか笑えるとこ、あった？」

「ちゃんとお医者さんをしているんだなと思って」

「なんだよ、それ。俺、立派な医者だろ？」

「立派って……自分で言っちゃうの？」

　まだ笑う私に智也も笑う。彼はテープを貼り終わってから、私の頭に手を置いた。

「薬もらったら、待っていて」

「え、でも、さっきの人……」

　今朝智也は一緒に帰ろうと言ってくれていた。だけど、彼の仕事が長引いて一緒に帰れない場合はタクシーで帰るつもりでいた。

　綾香さんがしたい話は、仕事とは関係ないみたいだけれど、智也の時間が空くまで待つというくらいの用事があるのだろう。

　だから、私はひとりで帰ろうと考えた。

「大丈夫だよ。話はすぐ終わらせるから」

　智也が私を安心させるかのように微笑んだ。彼が終わらせるというなら、すぐに済む話なのかもしれない。

　と、信じて待っていたけれど、智也は現れなかった。代わりに川本課長の奥さんである川本師長が私のもとへやって来た。

「竹内さん、こんばんは。怪我しているんだから無理しないでくださいね」

「ありがとうございます」

「澤井先生ですけど……急用ができて、今日は送れないからタクシーで帰ってくださいって」

「そうですか……わかりました。わざわざ伝えに来ていただき、ありがとうございます」

　言いにくそうに伝えてくれた智也からの伝言を受け止めて、タクシー乗り場へ行く。川本さんは、見送るために外まで出てくれた。

　外に出て数歩歩いたところで、私は足をピタッと止める。

「あの、聞いてもいいですか？」

「はい、なんでしょう？」

「澤井先生を訪ねてきていた綾香さんという方のことですけど、彼女は澤井先生とどのような関係の方ですか？」

　川本さんは私の質問に瞳を揺らして、夕焼け空の下の病院を見上げた。川本さんの視線につられて、私も同じように病院を仰ぎ見る。

「綾香さんは……この病院の院長のお嬢さんで、言っちゃってもいいかな……澤井先生の婚約者だという話です」

「えっ、婚約者？」

「はい。でも、最近はどうかな……ちょっとよそよそしくなっているように見えるんですけどね」

「そうですか……教えていただいて、ありがとうございます」

　突然知らされた衝撃の事実に一瞬目の前が真っ暗になり、なんとか教えてくれたお礼を伝えることしかできなかった。

　その後、タクシーに乗った私はぼんやりしながら、智也から届いたメッセージを読む。そこには、今夜は行けなくなったという謝罪の言葉があった。

　送ってもくれないし、食事もしてくれないし、家にも来てくれない。私が断っても、強引にしていたのは智也だったのに……。

　私よりも綾香さんを優先した……婚約者である彼女を選ぶのは当然だろうけど、胸がちくりと痛む。

　智也はどうして婚約者がいる身でありながら、私を求めたの？

　誠実だと感じた姿は、嘘の姿なの？

　私は騙されたの？

　智也の優しさは、本性を隠すためのもので私に好意があったからではない……。

　ポツリと涙が零れ落ちて、着用しているグレー色の服に染みを作る。

　もう智也の言葉なんか、信じない……。

　不信感を抱いたため、翌日からの送迎、処置、食事を断るメッセージを送った。




　その後も会うことを避けて、電話は着信拒否してメッセージも無視した。登録してある智也の情報を消去しようと何度も思ったけれど、それだけはできなかった。

　智也との繋がりを断ちたいのに、関係がなくなるのが寂しくて中途半端な拒絶しかできない。

　今も彼からのメッセージを眺め、彼の笑顔やぬくもりを浮かばせて、涙を滲ませている。気付くと智也のことばかり考えていた。

　そうか……私、智也が好きなんだ……。

　だからこんなにも彼のことを考えて、裏切られたとショックを受けている。

　智也に婚約者がいることを知ったことで、私はいつの間にか自分の中に芽生えた恋心に気付いた。今頃、好きだと自覚しても切なくなるだけなのに……。










第四章

誤解から捕まって











　休日、智也を避けていた私はひとりで、新幹線を利用して祖母の見舞いへ行く。車で行くほうが足への負担は少ないけれど、痛みがほとんどなくなっていたから新幹線でも問題なかった。

　祖母はいつもの笑顔で私を迎えてくれる。怪我したことを話していないから、心配をかけないよう足首が見えないパンツを穿いてきた。

「おばあちゃん、先週は来れなくてごめんね」

「いいのよ。頻繁に来てくれるのはうれしいけど、自分の時間も大切にして」

「うん。でも、おばあちゃんの顔を見ると元気になれるから、できるだけ来るね」

　この前見舞った時よりも、顔色というか表情が明るくなっているように見えた。父に少しでもいいから話をしてあげてとお願いしたので、父だけではなく母も病院にいる時間を長くしているらしい。

　祖母と話していると、斉木先生が顔を覗かせる。

「先週は夏織さんが来られなくて、がっかりしていたんですよ」

「まあ、斉木先生。それは内緒にしてくれないと」

「ああ、すみませんね」

　斉木先生は一応謝ったが、あまり悪く思っていない言い方をしたから私は笑った。本当に気さくな人だ。祖母が気に入るのも納得できる。

「そうそう、斉木先生。頼みがあるのよ」

「はい、なんですか？」

　孫の私ではなく、斉木先生にする頼み事とは、なんだろう？

「今度夏織とデートしてくれないかしら？」

「ちょっと、おばあちゃん！　何を言い出すの？　先生、ごめんなさい。祖母の言うことは聞き流していいですからね」

　祖母の思いがけないお願いにビックリして、斉木先生に謝った、彼は困った顔で笑ってから、なにかを思い出したようにポンと手を叩く。

「今度出張で東京に行くんですよ。もしよければ、その日の夕食に付き合ってくれませんか？」

「あら、いいじゃないの！　夏織、ぜひお付き合いさせてもらいなさいよ。そのくらいの時間はあるでしょう？」

　誘われたのは私なのに、祖母が顔を上気させて返事をした。今日の祖母の顔色は逆に不安になるほど、よすぎる。

　あとで疲れて具合が悪くならないといいけど……。

　それよりも、このお誘いにはどう返すのが正解だろう。なかなか返事が決まらない私に、斉木先生はややしょんぼりした顔を見せる。

「ダメでしょうか？」

　そんな顔で言われたら、断ることができない。時間はあるし、食事に付き合うくらいならなにも問題はない。今、私はフリーだし……一瞬智也の顔が浮かんだけど、彼には婚約者がいると打ち消した。

　もう会わないと決めた智也を思い出しても、いいことは、何もない。

　斉木先生は優しくて、楽しくて、信頼できる人だ。なによりも祖母が気に入っている人でもある。祖母の前だから、社交辞令で誘っているのかもしれないけれど、もし私に好意を抱いているのなら、ふたりだけで話して、彼を知ってみるのもいいかも。

　失恋には新しい恋をするといいとよく聞くしね。

「わかりました。お食事、ご一緒させてください」

「ありがとうございます！」

「夏織、よかったわね。おばあちゃん、うれしいわ。かわいくして行くのよ」

「おばあちゃん、かわいくって……」

　誰よりも大喜びする祖母に呆れながらも、斉木先生と顔を見合わせて笑った。来週の出張前に連絡をすると約束を交わし、連絡先を交換した。

　まだ智也のことがふとした時に頭をよぎるから、気持ちを早く切り替えるために斉木先生のことを考えるようにし、食事の日を心待ちにした。




　しかし、その前に病院での憂うつな診察が予定されていた。

　智也には二度と会わないと心に誓っていても、診察までは逃れられない。たぶん今日の診察が最後になるだろうから、顔を合わせるのも最後だと腹をくくって挑む。

　どんな一大事なのかと肩に力を入れる自分に苦笑しながら、診察室の外で呼ばれるのを待った。

「竹内さん、どうぞー」

「はい」

　看護師に呼ばれて診察室に入り、対面する医師に私は目を瞬かせた。そこには智也ではない別の医師がいた。

　あれ？　智也は？

　顔をあちらこちらに動かす私の様子は挙動不審だったようで、医師が首を傾げる。

「どうかされました？」

「いえ、あの、澤井先生は？」

「はい？　あー、竹内さんはいつも澤井だったんですね。今日は急用ができまして、私と替わりました」

　電子カルテを確認した医師は、智也不在の理由を言ってから、足首を診た。まったく痛みを感じなく、腫れもないので今日で終わりと告げられる。

　順調に完治してよかったと胸を撫で下ろす。これで、もう智也とは本当に会うことはない。偶然に会わない限り……。

　会計を済ませて、バッグに財布をしまっていると「竹内さーん」と川本さんに呼び止められた。

「川本さん、いろいろとありがとうございました」

「いいえ、完治してよかったですね、ところで、澤井先生から言付けを頼まれています」

「はい？」

「竹内さんと連絡が取れないと嘆いていましたよ。連絡を待っているとのことです。澤井先生を信じて、連絡してあげてくださいね」

　川本さんは言うだけ言って、慌ただしく戻っていった。

　信じて？　なにを？

　婚約者がいると教えてくれたのは、川本さんだ。婚約者がいる人のなにを信じて、連絡してというのだろう？

　理解不可能なお願いは、聞き流そう。私には、連絡したいことはなにもないのだから……。




　曇り空の中で微かに形が見える月を眺めてから、斉木先生と待ち合わせしているホテルに入る。

　ロビーで姿を捜すと、爽やかな笑顔で手を挙げてくれた。白衣を身に着けていない先生と会うのは初めてで、違う人のように見える。

　近寄りながら、自分の服装を確認する。普段の仕事での地味なパンツスタイルでは祖母の望むかわいい格好にならないから、今日はかなり久しぶりにスカートで出勤した。

　私の見慣れないスカート姿に女性の先輩や後輩たちが反応して、女性に囲まれるという珍しい体験をした。「デート？」と聞かれたけれど、意味のない笑みを浮かべてごまかした。

　昨夜は、会社でもレストランでも浮かない服装を検討して、遅くまで悩んだのだった。

「こんばんは」

「夏織さん、こんばんは。仕事帰りでお疲れのところ、ありがとうございます」

「いいえ、こんな素敵な場所で食事をすることが滅多にないから、うれしいです。時間は七時でしたよね？」

「はい、行きましょうか」

　斉木先生にエスコートされ、高層階にあるフレンチレストランに入る。窓から見える素敵な夜景を横目で見ながら、案内される席まで足を進める。

　ひとつのテーブルの横を通り過ぎた時、背後から「夏織」と名前を呼ばれて、ピタッと動きを止めた、

　えっ？　この声は……まさか……。

　彼の声を聞き間違えていなかった。私を呼んだのは、二度と偶然に再会などないはずの智也。どうして、こんなところで会うの？

「あれ、智也じゃないか？　あ、神岡院長もご一緒ですか。ご無沙汰しています」

　同じように足を止めた斉木先生も振り返って、そこにいる人物を確認してから、頭を下げた。斉木先生と智也は知り合い？

　神岡院長と呼ばれた六十歳くらいの男性の隣には、綾香さんがいた。智也の婚約者だから、そこにいても不思議ではないけれど、彼女にも二度と会わないと思っていたのに……。

　こんな偶然、いらない。

「ああ、斉木くんか。元気にしていたかね？」

「はい。神岡院長もお元気そうですね」

「健康には気をつけているからね。ところで、そちらの方は？」

「ああ、こちらは……竹内さんといいまして、えっ！　おい、智也！」

　智也は斉木先生の話の途中で、私の腕を掴んで自分の方へ引き寄せた。

　掴まれた力が強くて、私は顔を歪める。彼は怒っているようだった。

「夏織、来て」

「えっ、なにを言っているの？　私は斉木先生と食事に来ていて」

「いいから、来て！」

　有無を言わせない気迫のある声をあげた智也に、ここにいる誰もが動けなくなる。智也は私の手をしっかりと握りしめて、レストランの外へと連れだした。

　人のいない隅まで私を引っ張っていった智也にいきなり抱きしめられる。

　えっ、どういうこと？

　智也の行動がまったく理解できなく、彼の腕の中で脳内は混乱した。

「夏織……会いたかった」

　弱々しく想いを言葉にする智也に対して、私の思考は追いつかない。つい先ほどまで怒っていた様子の智也はどこへ？

　智也は婚約者がいる身でいったい何が言いたくて、何がしたいのか……。私に触れているところを綾香さんに見られたら、まずいのでは？

　智也の言動に動揺しながらも、冷静に考えた。

「私といたら、婚約者の方に誤解されるよ？　戻らないと……」

「婚約者？　それこそ、夏織が誤解している。俺に婚約者はいない……というか、いたけど婚約解消した」

「婚約解消？　どういうこと？　智也、話が見えないけど」

　順を追って詳しく話してもらわないと、理解不可能だ。智也は小さく息を吐いて、私を抱きしめる力を弱める。

　それから、静かに綾香さんとの関係と今までのことを話した。

　三年前に智也は、院長から『娘が君と何度か話しているうちに好きになって、結婚したいと言っている』と縁談を持ちかけられた。

　綾香さんとはせいぜい挨拶を交わす程度だったから、結婚したいとまで言われたことに戸惑った。しかし、その当時まだ学生だった彼女がかわいらしく思えて、悪い印象を受けなかったから、付き合って知っていくのもいいかと思い、まずは交際からと話を受けた。

　院長と綾香さんは婚約者として受け入れてくれたと解釈し、周囲に婚約したと吹聴した。揉めるのが面倒だから否定をせずに、デートを何回かした。

　しかし、綾香さんは自己主張が強く、わがままな部分があり、自分とは合わないと感じて婚約解消を申し出た。申し出たのは一年前だそうだ。

「こちらに全然気持ちがないと言っても、了承してくれなくてかなり困った……婚約解消を申し出てからはふたりだけで会うことはしていない。たまに食事はしていたが、いつも院長が同席していた」

「そう……」

「でも、夏織に再会して何がなんでも解消してもらおうと、再度強く願い出た。この中途半端な状態を終わりにしないと夏織と始めることができないから」

　ごまかすことなく正直に伝える智也からは、一度は失った彼への信頼や誠実さをまた感じることができた。彼は、私との関係を真剣に考えてくれている。だから、私への好意を強く見せながらも、ハッキリとした求愛をしなかった。

　彼の気持ちを確かめることを避けていたが、本当に誤解していた。本音を伝えてもらってうれしさがこみ上げてくる。こんなにも智也を好きになっていた。

「綾香さんはごねたけど、院長がまず受け入れてくれ、先週やっと婚約解消が成立した。これで堂々と夏織のもとに行けると喜んだのに、夏織は俺のこと避けて連絡手段を断つから……川本さんに伝言まで頼んでも、何の音沙汰もない」

「だって、婚約者がいるという人とは無理だもの」

　私が彼を避けた理由は、婚約者がいるのに私を求める智也に不信感を抱いたからだ。婚約解消を正式にするために労力しているとかひと言でも伝えてくれたら、誤解しなかった。

　彼の言葉が足りなかったせいではあるけれど、今夜ここで出会えて真実を知ることができて、よかった。

　智也に言い訳をしながらも、彼をやっぱり好きだと再認識したことも喜んでいる私に彼はまだ不満をぶつけてくる。

「だからって、なんで康介といるんだよ。わざわざスカート穿いておしゃれまでして」

　智也の苦しげな声が心に染みていく。斉木先生とは食事をするためだけに来たけど、智也のことを忘れて、楽しく過ごせたらいいなとは思っていた。

　斉木先生が褒めてくれるかなとちょっと期待した服装を智也に指摘されて、身を隠したくなる。でも、ふたりが知り合いだったとはどんな因果なのだろう。

「智也と斉木先生って……」

「俺たちは同じ大学の同級生で、一応友達。夏織はどうして康介と？」

「おばあちゃんの主治医なの」

「あー、そうか。康介が働いている病院におばあちゃんが入院しているのか……」

　私から祖母が入院していることを聞いていた智也は、斉木先生との結びつきを把握したようだ。それでもまだ智也の不平不満は続く。

「普通は、家族の主治医と食事に行かないよね？」

「そうだけど。実は、おばあちゃんが先生を気に入っていてね……」

「あ、いた」

　食事をすることになった経緯の詳細を話し始めた時、斉木先生までもが外に出てきた。私たちを捜していたらしい。

　智也はイヤそうに顔をしかめた。失礼な態度をする智也に、斉木先生は苦笑いする。

「そんな顔するなよ。なんとなくふたりの関係は見えたから、邪魔はしない。で、俺がお前の代わりに神岡院長たちと食事するよ。だから、ふたりは帰るなり、好きにしていい」

「斉木先生、ごめんなさい」

「夏織さん、気にしないで。あとで智也に奢ってもらうから。な、わかっているよね？」

「ああ、もちろん。康介、ありがと」

　斉木先生は手をひらひらと振って、レストランに戻っていった。智也は私が追わないようにと、手を強く握っていた。もう離れるつもりはないのに。

　斉木先生が代わりを務めてくれるのは、ありがたい。だけど……ひとつの疑問が生じた。

「今日はなんのために神岡院長たちと食事に？」

「それは……一年も婚約解消を受け入れずに拘束する形になってしまったことのお詫びと今後の役割についての話で誘われた。役割については、院長からここに来る前に聞いていて、綾香さんからの謝罪を直接聞いてやってほしいと言われた。了承してくれたのだから、別に謝罪も食事もいらないと断ったけど、どうしてもと言われてね」

「そう。強く言われたら断りにくいよね」

「うん……でも、また夏織に誤解されることになるなら、頑なに断るべきだった。でも……」

　話の途中で口をつぐんだ彼に「でも、なに？」と続く言葉を聞きたくて、問う。

「夏織に会えたから、今夜ここに来てよかった」

「あ、うん、そうね……」

　私も先ほど今夜会えてよかったと思った。それなのに、智也から同じことを言われて、どう答えて、何をしたらいいのだろうと迷う。

　現在智也には婚約者がいないことが判明し、斉木先生とのことも解決した。お互いの誤解が解けたあとにすることは？

　気持ちを確認し合うべき？

　でも、智也は会えてよかったと言ってくれたよね？

　今度は私が伝えるべき？

　智也もなにも言わなくなり、私たちは沈黙する。一分程度の時間だったけど、長く感じた。智也から何か言ってくれないかな？

「夏織」

「あ、はい！」

　心の呟きが届いたのか、タイミングよく呼ばれて、元気に返事をしてしまう。彼はフッと顔の筋肉を緩めた。

「お腹空いている？」

「お腹？　あー、うん、まだ何も食べていないから。智也は？」

「俺も食べていない。とりあえず、ここを出てどこかで食べようか」

　別の場所に移動して、食事をする……やっと誰にも邪魔をされない時間を得たけど、急ぐことはない。まずは胃袋を満たしてから、今の気持ちを話せばいい。

　だけど、焦らないつもりでいても、エレベーターの狭い空間にふたりだけになって、蓋をしていた気持ちがじわじわと滲み出てきた。

　私は、かなり智也のことを我慢していたようだ。抑えていた感情がこみ上げてくる。

「智也……本当は私も会いたかった、智也の声が聞きたかった、智也に触れたかった……」

　繋がる手を見ながら、欲望をひとつひとつ挙げていく。智也からの返事を聞く前に、エレベーターはロビー階に到着した。

　降りたあと、進まない智也に合わせて私も動きを止めて「智也？」と彼の顔を見上げた。

「あ……」

「えっ？」

　一音しか発しない智也は私から視線を外して、フロントの方へ目を向ける。私も彼の視線の先を追って、同じ方向を見た。誰か知り合いでもいるのかと思ったが、違った。智也は私にここで待つように言ってから、フロントへ足早に行く。

　待つこと数分、戻ってきた彼の手には一枚のカードキーが握られていた。

「行こう」

「えっ、まさかチェックインしたの？　外でご飯を食べるんじゃなかったの？」

「運良く、部屋が空いていた。もう我慢できない。俺だって、触れたかった。今すぐ抱きたい」

　智也に肩を引き寄せられて、胸がきゅっと締め付けられた。

　エレベーター内で私の手を握る智也はその手を持ち上げて、甲にキスをした。その部分から全身へと体温が上昇する。

　またもやふたりだけしか乗せないエレベーターは、高層階でドアが開いた。智也は私を引っ張って、大股で歩く。彼についていくのに、小走りになった私は懇願した。

「智也、お願い。待ってよ。そんなに急がなくても」

「煽る夏織が悪い。もう限界だから、早く行くよ」

　私の言葉を聞き入れない智也は、歩を緩めなかった。










第五章

永遠の愛を誓って











　部屋に入るなり、互いに顔を寄せた私たちはキスを交わす。我慢できないのは、私も同じ。食事するよりも触れたい。

　緩んだ唇をこじ開けて、侵入した智也の舌は私の咥内温度を上げていく。舌を絡め合う濃厚なキスに、呼吸がつらくなって肩で息をした。それでも、もっと激しい口づけが欲しくて……彼の首に回した手に力を込める。熱いキスは止まらない。

「夏織、好きだ」

「私も好き……」

　簡単な言葉で私たちはお互いに真実の想いを伝え合って啄むようなキスを何度かする。それぞれが上着を脱いで、再び体を寄せ、またキスをした。キスをしながら、智也は手を私のブラウスの裾から入れ、脇腹から背中にかけて、撫でる。

　触れられるだけで体の芯から熱がこみ上がってくる。背中に回る智也の手がためらうことなくブラジャーのホックを外し、前へ移動してきた。

　胸を揉みながら、硬さを増した先端に時折触れる。息があがる私は、その間ずっとキスをされているから、吐息を彼の咥内に吐いた。息が苦しくなっても、彼の熱をもっと感じたい。

　もっと感じさせて……無我夢中で彼のキスと愛撫に応じているうちに、私は一糸まとわぬ姿でベッドに落とされ、上半身をあらわにする彼を見上げていた。

　いつの間に裸になったのだろう？

　ところどころ記憶はあるけれど、とにかく応じることに必死で覚えていない。でも、この後はちゃんと彼の熱を体だけではなく、心にも刻みたい。今夜は私たちにとって、きっと特別な夜になるから。

　だけど、じっと見られるのは恥ずかしい。見るよりも触れてほしい、肌で感じさせて……もっと気持ちよくさせて……。

　熱のこもった瞳で私を見つめる彼に、手を伸ばした。

「智也、来て」

「求める夏織、たまらない……」

　伸ばした手に引き寄せられたかのように、智也は覆いかぶさった。額から順に下へとキスを落とす彼の唇をより感じるために、目を閉じる。

　首筋に触れられ、上半身を揺らして、吐息を漏らした。

「あ……んっ……」

「夏織」

　私の反応を確認した彼の手と唇は胸へと動き、片方の胸を揉みながら、もう片方の胸を口で愛撫する。

　手の動きは優しいけれど、口の動きには強弱があって、熱い。舌先によって与えられる刺激に私の体は震えて、背中を反らした。

「はあ、智也……あ、ああ……」

「もっと感じて……夏織……」

　私の声に興奮したのか、彼の動きが荒くなっていく。胸から下へと移った智也の指は、溢れ始めた蜜が出る部分に触れる。

　その瞬間「あん！」と身体全体が大きく揺れた。咄嗟に出た甘い声を聞かれたくなくて、手の甲で口を押さえる。巧みに動く彼の指に合わせて、私の腰は震え、押さえた手の中でくぐもった声を出した。

　私がどんなに苦しそうにしても、彼の手は止まらない、抑えきれなくて、吐息がとめどなく漏れる。

　そんな中で、智也が私の両腿を手で押さえ、秘部に顔を埋めた。顔がカアッと熱くなって大きな声をあげる。

「ああっ、ダメー」

「ダメ？　いいじゃなくて？」

　下の方から彼の声が聞こえる。意地悪な問いをしながらも、彼は内腿から核心部分へと舌を這わせる。

「だ、だって、そこは……あ、んっ！　汚いから……」

　私が抵抗しようとしても、彼は動きを止めない。だから、抑止したいのに、つい甘い声が出る。

「汚くない、全部がきれいだよ。この甘い蜜も……」

「そんな……あっ、ああ……」

　敏感になっている部分を舐められて、ビクビクと揺れながら喘いでしまう。彼は熱い舌を滑らかに動かした。とめどなく与えられる刺激に、汚いを理由にした拒絶する気持ちは消え、もっと触れてほしくなる。

　快感の波が何度も押し寄せて、抑えきれない嬌声を漏らす。愛しい彼にさらに求めてほしくなり「もっと」と要求した。

　もっと感じさせてほしい、もっと愛してほしい。永遠に続く愛を信じられるくらいに……。

　彼はいったん私から体を離し、避妊具を装着してから熱いまなざしで私を見つめる。この瞳にずっと私を映していてほしい。

「夏織、いい？」

「あ、うん……来て……」

　返事に柔らかく微笑んだ彼は、熱く硬くなっているものを私の潤んだ蜜口にあてがい、腰を落とした。隙間なく奥深いところまで挿入させていき、「はあ」と息を漏らす。

　私はギュッと彼を抱きしめる。どちらの身体もかなりの熱を持っているけれど、心はふんわりとほどよい温かさになった。

　ああ……また智也に触れることができた……。

　智也に魅力を感じながらも、一夜限りの関係だと割り切るようにしていたところへ、思いがけない再会に心が揺れ動いた。

　彼に求められ、再び私も惹かれたのに、突然彼の気持ちがわからなくなり、戸惑いと不安の中で気持ちは落ちていった。

　彼を避けて距離を空けた期間はそれほど長くなくても、辛い日々だった。好きという想いを消そうとしても消せないことが苦しくて、呼吸困難になりそうだった。

　だから今、こうして彼に触れてもらい、お互いの鼓動を感じ、抱き合えたことが幸せだ。

「夏織、気持ちよすぎ……」

「あ、ん……私も……」

　繋がっているだけで、気持ちよくて、彼のものを離さないように締め付けてしまう。ひとつになれたうれしさから、幸せな気持ちで心がいっぱいになった。

　触れ合う部分からお互いの鼓動までもが重なり、身体全体がひとつに溶けあっていく。陶酔する中で彼を仰ぎ見ると、私の瞳に吸い込まれるように唇を貪ってきた。濃いキスをしながら、腰を少し浮かせて再度奥深くへと埋める。

　彼の動きは次第に激しさを増し、私を何度も突き上げて、全身をくまなく痺れさせていった。

　腰を打ち付ける音と、ふたりの激しくなる呼吸が部屋に響く。智也が私の片足を持ち上げて、ふくらはぎにキスしたのち、より深く腰を押し付けて、何度も強く上下した。頭の先まで貫くような快感に、脳内が真っ白になるギリギリまで追いつめられていく。

　もう絶対に離れたくない、二度と離さない……高揚感に包まれて、強烈な快感が走り抜けた。

「あ、ああっ！　と、もや……んっ、ああ、やああああっ……」

「夏織、イって……」

　全身に電気が通るような感覚を得て、私は大きく息を吐いた。

　私が絶頂に達してすぐに、智也のものが大きく脈を打って震えたのを感じた。汗が滲み出ている彼の背中を抱く。

「智也、好き……」

「うん……俺も、好きだよ」

　まだ乱れる呼吸の中で、じんわりと心が満たされた想いを告げる。同じ気持ちを伝えられて、涙がこぼれそうになり、視界がかすむ。

　智也は私の頭を撫でながら、呼吸を整えていた。彼の手から伝わるぬくもりのが気持ちよくて、瞼が重くなっていく。

　うっとりしていて、このまま心地よい眠りにつけそうになっていた私に、智也はまだ眠らせない言葉を口にした。

「もう一回させて」

「んー……えっ？」

「病院で再会してからずっと我慢していたんだ。一回だけじゃ全然足りない。一晩中抱きたい。夏織は一回だけで満足した？」

「ええっ？　満足はしたけど、私も足りないといったら足りないというか……あっ、いや、あん！」

　余韻に浸る間もなくもう一度と迫られ、しっかりと覚醒した私が答えている途中で、智也は私の胸に顔を埋めた。

　まだ敏感な先端に熱い舌を這わせられて、絶頂に達したばかりの私の身体はすぐにまた疼き出す。

　再び全身を余すところなく愛する彼からの刺激に身体は疲労を感じるのに、心は求めてしまい、私から溢れる蜜も止まらない。

　充分満たされたはずなのに……。

「夏織の中、すごく熱いよ」

「あん、言わないで……ああっ……」

　私の中に入った智也のものをつい強く締めてしまう。智也が「くっ」と苦しげな声を漏らす。感じてくれるのがうれしくて、彼にしがみついた。

　激しく動く彼に合わせて、私の身体は繰り返し震える。

　愛される歓びを感じる中で、何度果てたか覚えていない。いつの間にか意識を手放していた。




　気持ちが通じ合って、心も体も満たされて目覚めた朝は幸せの光に包まれている感じだった。窓から差し込む日差しも輝いて見えて、違う世界に入り込んだ気分になる。

　背後から私を抱いている彼はまだ夢の中なのに、回す手はがっしりとしていて離れない。前に彼の腕の中で目覚めた時は、離れたくないのに離れなくては！　という気持ちのほうが強くて、静かに去ってしまった。

　でも、今はここにいていい……彼のそばにいていい……。静かに寝息を立てる智也に体を預けた。

　今日は智也も休みだと言っていたから、急いで起きる必要はない。心地よさを感じる肌の感触に目を閉じると、うつらうつらと意識が遠のきそうになった。

　あれ？

　ん？

　肩になにか温かいものが触れた……智也の唇？

　一度ではなくて二度、三度と繰り返されるキスは優しい。彼の顔が見たくて、首を後ろに向けた。

「智也？」

「あ、起こしちゃった？」

「おはよう」

「うん……」

　振り向いた私に甘いキスをする。優しく触れてくれるのがうれしくて、口元を緩めた。幸せな気分はまだ継続中だが、智也のお腹が鳴った。

　結局、昨夜は何も食べないで、抱き合ったまま寝てしまったから、お腹が空くのも当然だ。私も胃袋だけは満たされていない。

「ムードなくて、ごめん」

「ううん、私もお腹空いてるから。どこかで朝食取れるかな？」

「下のカフェで食べようか？」

「うん、早く行こう！」

　先に体を起こした私は、彼の両手を引っ張った。

　だけど、お腹を満たす前に、私たちはまずシャワーを浴びたくなった。いろんなことを放って、身体を貪り合ったことに今さらながら、お互いに恥じらいを見せる。

　照れながらも、時間短縮するためにシャワーは一緒に浴びた。しかし、短縮するつもりだったのに、思いがけず長くなってしまう。

　熱いキスを何度も交わしたからだ……。




　カフェでホットサンドセットを食べて、コーヒーをのんびり飲んでいると私のスマホが鳴動する。祖母が入院している病院からだったので、急いでカフェを出て、人がいない端のスペースで応答した。

　通話を終えて、また急ぎ足でカフェに戻る。

「夏織、どうした？」

「智也……私、帰らなくちゃ！」

「えっ？　ちょっと待って。何があったか教えて」

「おばあちゃんの容態が急変して、危険な状態だって……どうしよう」

　スマホを持つ手が震える。智也は私を抱きしめ、落ち着かせるよう「きっと大丈夫だ」と背中を優しく撫でる。

「俺も一緒に行くよ。心配だから」

「ありがとう」

　正直ひとりで行くのは心細かった。悪いことばかり考えてしまいそうだったから、智也がいてくれるなら心強い。

　ふたりで東京駅に急いで行き、新幹線に乗った。また手を震わせる私の肩を智也が抱き寄せる。彼の肩に頭を乗せた。

「目を閉じて、深呼吸して。おばあちゃんは、夏織の顔を見るまで待っている。絶対会えると信じて」

「うん……」

　言われた通り、ざわつく心を落ち着かせるため、目をつぶり、息を吸って吐いてを繰り返した。『夏織』と私を笑顔で呼ぶ祖母の顔が浮かぶ。

　おばあちゃん。どうかまた私の名前を呼んで……お願い……。新潟に着くまでの二時間、祈り続けた。

　新潟駅に到着して、改札口へと歩いていると「智也ー」と後ろから斉木先生が小走りで近寄ってくる。私たちは歩みを止めて、同じ新幹線に乗っていたらしい斉木先生を待った。

「竹内さんの……夏織さんのおばあさんのことで来たのか？」

「ああ、康介も？」

「うん、出張は今日の夕方までの予定だったけど、切り上げた。夏織さん、さっき病院から連絡が来て、おばあさんは持ち直したって」

「えっ、本当に？」

　私は両手で口を覆って、智也を見た。祈りが届いた……。智也は私の背中をさすった。彼の大きな手は安心感を与えてくれる。

「とりあえず、よかったな。早く顔を見にいこう」

「うん」

　三人でタクシーに乗り、病院まで行く。

　もう平気だと聞いても、祖母の顔を見るまで不安な気持ちは消えない。病院内では走れないから早歩きで病室まで急ぐ。病室前の廊下に置かれている長椅子に、力なく座っている父がいた。

「お父さん！　おばあちゃんは？」

「夏織、おばあちゃんは……」

　父から様子を聞くよりも自分の目で確認したく、聞いておきながら父を放置して病室に入る。ベッド横の椅子に母が座り、後ろに兄がお義姉さんと立っていた。

「あら、夏織。おばあちゃん、持ち直したのよ。今は寝ているだけ」

　ベッドで眠っている祖母を見て、肩の力が抜けた。

「でも、予断を許さない状態なんだよ」

　しかし、安心したのは束の間で、兄から伝えられる言葉にまた心が落ち着かなくなる。

「そんな……」

　白衣を着た斉木先生が入ってきて、祖母の容態を確認する。その時、祖母の目が開いて斉木先生の姿を捉えた。

「斉木……せ、んせい……」

「おばあちゃん！」

　祖母の力のない声が聞こえて、私たち家族はベッドを取り囲んだ。目を開けた祖母は斉木先生から視線を横にずらして、私たちひとりひとりの顔を確認した。

　私は腰を屈めて、祖母の手を握る。温かい……。

「おばあちゃん……よかった」

「夏織……」

　私たちを心配させまいと見せる笑顔は弱々しかった。血の気のない顔色にまた不安が襲ってくる。回復したのは一時的で、やはり危険な状態であることは変わらないのでは？

　主治医の見解を聞こうと斉木先生にみんなが注目する。

「今は話すこともお辛いでしょうから、無理をなさらず休まれたほうがいいですよ」

「おばあちゃん、斉木先生が言うように少し寝て。私はしばらくここにいるから」

　祖母はうなずいて、なにかを呟くように言った。声が小さすぎて聞き取れなかったから、祖母の顔に耳を近付けて、もう一度聞く。

　私と斉木先生の様子を聞いてきた。昨夜私たちが食事することを、当人たち以上に楽しみにしていた祖母だったから、どうなったのか気掛かりだったようだ。

　自分の体よりも孫のことを心配するのが優しい祖母らしくて、私は頬をほんの少し緩ませた。

　祖母を安心させる報告をしたいけど、嘘は言えない。

「おばあちゃん、ごめんね。斉木先生とは……」

「ダメだったの？　……夏織の花嫁姿が見れないことだけが心残り……」

　落胆する祖母の様子に胸が痛む。

　斉木先生とうまくいって、祖母に結婚の報告をしたら手を叩いて喜ぶに違いないと思っていた。だけど、智也との再会で喜ばしい報告は……今の状況をどう説明しようかと智也を見る。

　少し離れた場所でこちらを見ていた智也が、私の隣に立つ。祖母は目を瞬かせて、私と智也を見た。

「はじめまして、澤井智也と申します。私が夏織さんと結婚しますので、外出できるくらいまでに快復するよう斉木先生とも一緒にがんばりましょう。私もお手伝いします」

「えっ？」

　智也の『結婚します』宣言に智也以外の全員が驚く。私も目を丸くさせて、智也を見た。プロポーズもされていなければ、まだちゃんと付き合い始めて一日しか経っていない。

　それなのに、いきなり自己紹介ついでに言うなんて、困る。私の戸惑いを感じ取ったのか、智也は私の手を取って、真っ直ぐと見据えた。

「順番を間違えてしまったけど……これからの未来、俺の隣にずっといてほしい。結婚してください」

「智也……。はい、よろしくお願いします」

　智也の手を握ると彼の隣に引き寄せられた。今度は私の両親と向き合う。

「夏織さんと結婚させてください、お願いします」

　頭を下げる智也を前にして、父と母は当惑した表情でお互いを見合った。父が智也を真剣な顔で見て、口を開く。

「どこの誰だか、自己紹介もなしにいきなり認めてくれと言われてもな……」

「申し遅れて、すみません。澤井智也、三十二歳です。東京に住んでいて、医師をしています」

「あら、お医者さんなの？」

　医師と聞いた母が目を輝かせた。露骨な態度を見せる母を父は咎めて、眉根を寄せた。

「医師だからと、はい、そうですかと簡単にうなずけることではない。だいたい物事には順序というものが……」

　頭の固い父らしい発言に、私自身が智也のことを伝えなければいけないと思った。突然目の前に現れた男に不信感を抱くのは、親として私の将来を本気で心配しているから当然のことだろう。

　交際期間がたったの一日ということは伏せなければいけないけれど……。

　しかし、私よりも先に斉木先生が口を開いた。

「竹内さん、彼は私の一番信頼のおける友人です。夏織さんを必ず幸せにしてくれると私が保証します」

「斉木先生……ありがとうございます。お父さん、話をするのが遅くなって、ごめんなさい。でも、智也さんと真面目にお付き合いしていて、私もずっと彼の隣にいたいと思っているの。結婚を認めてください、お願いします」

　智也も私と共に再び頭を下げる。少しの沈黙のあと、祖母が「うんうん」という微かなうなずきの声に合わせてパチパチと手を叩いた。

「おばあちゃんは認めるわ。夏織が選んだ人だもの。夏織が選ぶ道に間違いはないもの」

　いつも私の進みたい道を誰よりも先に賛成してくれるのは、祖母だ。今回も返事を渋る父に援護してくれた。

　父はため息をついてから、智也を見る。

「わがままな娘ですが、よろしくお願いします」

「ありがとうございます。でもご心配には及びません。夏織さんの言うことは、すべてがかわいく聞こえます。一生大切にします」

「わがままでもかわいいと言ってくれる人で、よかったわね。夏織も大切にするのよ」

　父に続いて、智也と祖母にまで『わがまま』だと言われた私の心境は複雑だ。認めてもらえたのは、喜ばしいことだけど。

「うん……でも、みんなしてわがままだというの、ひどくない？」

「いいのよ、旦那さんになる人がかわいいと言ってくれるのだから。ねえ？」

　祖母がみんなに同意を求めると、誰しもがうんうんとうなずいた。

　一番喜ぶ祖母の顔に疲れが見えてきていたので、休ませるため祖母を取り囲んでいた全員が廊下に出る。私と智也は斉木先生に呼ばれて、面談ルームへ行った。

　表情を強張らせる斉木先生を前にして、胸中がざわつく。よくないことを言われる予感がする。

「おばあさん、今は落ち着いているけど、またいつ危篤状態になってもおかしくない。夏織さん、あまり長くはこっちにいられないですよね？」

「はい……」

　斉木先生は沈む声を出す私に切なそうな視線を向けたあと、智也に問う。

「智也、結婚式はいつする予定？」

「できるだけ早くといっても、すぐには無理だな」

　斉木先生は「そうだよね」と腕を組んだ。祖母が入院する時に余命宣告はされていた。思いのほか、長く生きてはいるけれど、もう限界なのだろう。

　祖母の心残りである花嫁姿を見せてあげたいけれど……。私たちは沈黙して、それぞれがどうしたらいいかと考えた。

「今日、形だけでも見せてあげることできないかな？」

「形だけ？」

　斉木先生のわかりにくい提案に智也が聞き返す。形だけとは？

「どこかでドレスとスーツを借りて、おばあさんに見せてあげたら喜ぶんじゃないかな」

「なるほど。数時間だけレンタルできれば……でも、いきなり借りられるかな」

「私、友達に訊いてみる。友達のお姉さんがブライダルサロンで働いているから、なんとかできないか、頼んでみる」

　今日の今日とは無茶な話だけど、沙穂のお姉さんのことを思い出した。無理なことでもやってみないと進まない。

　ワラにもすがる思いで、沙穂に電話をし、お姉さんの勤務している場所と連絡先を教えてもらう。電話口に出てくれたお姉さんに、休日の忙しい時に申し訳ないけれど、どうしても今日借りたい旨を必死で頼んだ。

　切羽詰まった状態が伝わったようで、レンタルしてくれることになった。

　純白のウエディングドレスとタキシードスーツを借りた私と智也は急いで病院に戻る。斉木先生が着替え場所として、空いている会議室を用意してくれた。

　そこには、先に到着していた沙穂がいた。

「沙穂、ありがとう」

「ううん、夏織の手伝いができるなんてうれしい」

　沙穂は現在休職しているが、美容師免許を持っている。ヘアメイクをお願いしたら、快く引き受けてくれた。

　ドレスを身に着け、華やかなヘアメイクをしてもらった私はスーツに着替えた智也と対面する。ここに来た時は下ろしていた前髪をアップにし、サイドに少し垂らしたヘアスタイルはスマートな体型の智也によく似合っていた。

　スーツもピッタリで、見惚れてしまう。

「かっこいい……」

「何言ってるんだよ。夏織こそきれいすぎて、まぶしい。はい、これ持って」

　照れくさそうにする彼から渡されたブーケを持って、廊下に出る。そこで待機していた斉木先生は私たちを見るなり、手を叩いた。

「おお、すごい。夏織さん、とてもきれいですよ」

「ありがとうございます」

「あー、やっぱり智也にはもったいない」

「うるさい、夏織は俺のものだ」

　私に近寄ろうとした斉木先生を智也が、後ろに追い払う。

「はいはい。まあそんな目立つしるしをつけるくらい独占欲が強いんだものな」

　しるし？　なにそれ？

　智也は頬を少し赤らめて、頭をかいた。斉木先生は楽しそうに笑っている。何のことを言っているのかわからないでいると、沙穂が私の肩に手を置いた。

「ごめんね。コンシーラーやおしろいで消せるかなと試してみたけど、濃い赤だから隠しきれなかったよ、そのキスマーク」

「は？　キスマーク？」

　そういえば、沙穂が念入りに首にもおしろいをまぶしていた。まさかキスマークを付けられていたなんて……。

　私は首の後ろを手で押さえて、智也を見た。

「ごめん、すぐに首を出すことになると想定していなくてね」

「あ、うん、そ、そうだよね」

　素直に謝られて、責められなくなる。私もこういう展開になるとは想定外だったから……昨夜キスマークを付けられたことに気付かないくらい興奮状態だった自分を思い出し、恥ずかしさで隠れてしまいたくなる。

　でも、今は隠れている場合ではない。沙穂に背中を押された。

「ほらほら、ふたりして赤くなっていないで、おばあさんのところに行かないと」

「そうそう、俺は先に行って待っているからね」

　斉木先生はそう言って挙げた片手を下ろしたあと、その手をズボンのポケットに突っ込んで歩いていく。沙穂に最終チェックをしてもらい、私たちも祖母のもとへと向かった。

　ドレスとスーツという晴れ姿はかなり目立っていて、病室に向かうまでの間、注目を浴びた。「おめでとう」と拍手する人もいて当惑したが、智也と笑いながら歩く。

　病室の前には兄夫婦が立っていて、ドアを開けてくれた。入室すると祖母と談笑していた斉木先生が振り返る。

　斉木先生の動きに合わせて、母もこちらを向いて、父の腕を引っ張った。目を見開いた父は、口を半開きにして立ち尽くす。

「なあに？　みんなどうしたの？」

　横たわっている祖母には、私たちの姿がまだ見えていない。

「竹内さん、見えるように少し起こしますね」

　斉木先生がリクライニングのスイッチを操作して、祖母の体を起こした。私の姿を捉えた祖母は、見る見るうちに目に涙を溜めていく。

「まあ、まあ……夏織……とってもきれいよ」

　涙を流す祖母に斉木先生がハンカチを差し出す。そのハンカチを握りしめて、祖母は私を呼んだ。

「もっと近くで見せて」

「うん……」

　涙を流す祖母に私も感極まって、目頭が熱くなる。智也の腕に手を添えて、祖母のそばまで行った。祖母は涙を流しながら、智也に伝える。

「うん、うん……智也さん、ありがとう。夏織をかわいいお嫁さんにしてくれて」

「いえ、私こそお礼を言いたいです。こんなに素敵な夏織さんと結婚できるのは、うれしいです。ありがとうございます。お父さん、お母さんもありがとうございます」

「いや、こちらこそ本当にありがとう」

　父と母も目を潤ませていた。智也がいてくれたから、祖母に花嫁姿を見せることができた。私も智也に感謝したい。

「智也、ありがとう」

「夏織が俺を受け入れてくれたからだよ。ありがとう」

『ありがとう』が溢れる病室は温かい空気に包まれる。窓から見える秋の空は青く澄んでいた。正式な結婚式ではないけれど、佳き日だ。

　斉木先生がパンッと手を叩いて、緩やかな空気に緊張感をもたらした。みんな何事かと目をぱちくりさせる。

　斉木先生は口角を上げて、なにかを企んでいるような笑みを浮かべた。

「ふたりに誓いの言葉を述べてもらいましょう。どうぞ」

「どうぞって……」

　こちらに手を向けられて、私と智也は揃って動揺した。誓いの言葉？

　そんなの用意していない。

　猛スピードで考えてもなにも出てこない。

　彼を頼るしかなく「智也」と呼んだ。智也は私としっかりと手を繋いで、咳払いをする。

「私たちは共に手と手を取り合い、これから一緒に生きていける幸せに感謝し、永遠に愛し合って笑顔あふれる幸せな夫婦になることを誓います」

　彼の堂々とした誓いの言葉に病室内にいる家族だけではなく、廊下から中の様子を見ていた患者さんや看護師さんからも拍手がわいた。

　私はうれしいのと気恥ずかしい気持ちが入り混じり、ペコペコと頭を下げてから、祖母を見た。祖母は今日一番の笑顔を見せていた。

　おばあちゃんが笑っている……よかった。

「ねえ、智也さん。私からお願いがあるの。聞いてくれる？」

「なんでしょうか？　なんでもおっしゃってください」

　智也は祖母の願いを聞くために微笑んで、一歩前に出た。

「誓いのキスを見せてくれないかしら」

「なっ！」

「お、おばあちゃん！」

　智也とほぼ同時に私も驚きの声をあげた。何を言い出すの……誓いのキス？

　たくさんの人が注目している中で、無理！

　戸惑って固まる私たちを置き去りにして、斉木先生が楽しそうに助長する。

「誓いのキス、大事ですよね」

「でしょー？　斉木先生も見たいわよね」

「ええ、ぜひ。智也、堂々と見せてくれよ」

　意気投合して盛り上がる祖母と斉木先生に対して、私は異議を唱えた。

「そんな恥ずかしいこと、ムリ！　ダメだってば」

　ところが、私の抗議は虚しく終わった。智也は小さなため息をこぼして、ちらりと私を見る。まさかこの場ですると言うの？

　思わず体が強張る私の顎に智也は手を添えて、顔を近付けてきた。

　あー。もう……観念するしかない。目を閉じると、唇に柔らかいぬくもりを感じる。

　その瞬間、先ほどよりも大きな拍手と歓声が湧き上がった。触れるだけのキスだけど、人前でしたことが恥ずかしすぎて顔をうつむかせる。

　そんな私の肩を智也が抱いて、耳元で囁いた。

「愛している」と。
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